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任
期
満
了

(
29
日
)
に
伴
う
飯
島
町
長
選
挙
は

13
日
告
示
さ
れ
、
現
職
の
高
坂
宗
昭
氏

(65
)
1

七
久
保
ー
が
無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
た
。

午
後
6
時
30
分
過
ぎ
、

高
坂
氏
が
選
挙
結
果
報
告

会
の
会
場
に
姿
を
見
せ
る

と
、
集
ま
っ
た
2
0
0
人

余
の
支
持
者
か
ら
期
せ
ず

し
て
大
き
な
歓
声
と
拍
手

が
起
き
た
。
高
坂
氏
は
「2

身
も
心
も
引
き
締
ま
る
思

い
」
と
心
境
。
「自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

い
ろ
い
ろ
な
種
を
ま
い
た

が
、
ま
い
た
責
任
は
重
い

そ
と
い
う
叱
咤
激
励
の
結

果
で
は
」
と
無
投
票
に
つ

十
{ 一=劃岳罐

支持者 とともに当選を喜ぶ高坂氏

 

能
な
ま
ち
づ
く
り
、
人
口

増
、
活
力
あ
る
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
行
政
運
営
、
行
財

政
改
革
の
推
進
の
た
め
に

渾
身
の
力
で
行
政
運
営
を

進
め
た
い
」
と
、
支
持
者

に
感
謝
し
、
2
期
目
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
た
。

宮
下
衆
院
議
員
や
向
山

県
議
、
伊
南
行
政
組
合
を

代
表
し
清
水
宮
田
村
長
、

高
坂
氏
は
町
議
会
9
月

定
例
会
最
終
日
に
出
馬
を

表
明
。
具
体
的
な
施
策
に

▽
伊
南
バ
イ
パ
ス
一
堂
前

線
ア
ク
セ
ス
間
の
開
通
▽

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
▽
地
域
医
療
の
確

立
▽
乳
幼
児
医
療
無
料
化

は
中
学
生
ま
で
引
き
上
げ

▽
各
種
検
診
拡
大
▽
地
域

の
魅
力
を
生
か
し
た
産
業

振
興
ー
な
ど
を
掲
げ
た
。

一
方
、
革
新
系
住
民
グ

ル
ー
プ
は

「無
投
票
は
避

け
る
べ
き
」
と
新
人
候
補

の
擁
立
に
向
け
、
告
示
直

前
ま
で
調
整
を
続
け
、
選

挙
戦
突
入
か
否
か
微
妙

だ

っ
た
が
、
「今
回
は
対

立
軸
が
は
っ
き
り
せ
ず
、

町
民
を
二
分
す
る
争
点
も

な
い
」
こ
と
や
、
独
自
ア

ン
ケ
ー
ト
で
の
町
民
の
意

向
を
踏
ま
え
、
擁
立
を
断

念
し
た
と
い
う
。

高
坂
宗
昭
(65
)無
現
②

飯
島
町
長
1
期
目
、
町

土
地
開
発
公
社
理
事
長
、

町
振
興
公
社
理
事
長
、
伊

南
行
政
組
合
副
組
合
長
、

上
伊
那
農
業
高
校
卒
。
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全日本少年フェンシング団体選手権

小学男子フルーレ・箕輪北

児童チーム初出場で優勝

 

日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協

会
主
催
の
第
8
回
全
日
本

少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
団
体

選
手
権
大
会
兼
第
38
回
東

京
都
少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

団
体
選
手
権
大
会

(!0
～

11
日
、
東
京
都

・
台
東
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
体
育
館
)
で
、
小

学
男
子
フ
ル
ー
レ
団
体
に

輪
町
立
箕
輪
北
小
学
校
の

児
童
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

で
、
長
野
県
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
協
会
長
の
平
沢
豊
満
箕

輪
町
長
を
12
日
訪
問
し
、

喜
び
の
報
告
を
し
た
。

選
手
は
、
4
年
の
西
藤

俊
哉
君

(10
)
6
年
の
河

西
翔
平
君

(12
)
馬
場
侃

也
君

(12
)
唐
沢
晃
樹
君

優勝 した長野Jr.F・Cの 河西翔平君
馬場侃也君、西藤俊哉君(左 か ら)

 

小
学
男
子
フ
ル
ー
レ
は

H
チ
ー
ム
出
場
。
ー
チ
ー

ム
3
人
の
45
本
リ
レ
ー
方

式
で
競
技
し
た
。
初
め
て

経
験
す
る
団
体
戦
で
、
初

戦
は
緊
張
か
ら
硬
さ
が

あ
っ
た
が
、
勝
っ
た
こ
と

で
気
持
ち
が
落
ち
着
き
、

勢
い
に
乗
っ
た
と
い
う
。

決
勝
は
昨
年
優
勝
の

「秋

6
試
合
ま
で
は
相
手
に

リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
が
、

最
後
の
3
試
合
で
リ
ー
ド

し
優
勝
を
決
め
た
。

西
藤
繁
監
督
は

「1
試

合
ご
と
に
3
人
が
ま
と

ま
っ
た
」
こ
と
が
勝
因
と

し
、
「1
戦
1
戦
、
成
長
し

た
よ
う
な
感
じ
。
よ
く
動

け
て
今
ま
で
で

一
番
い
い

試
合
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。

馬
場
君
は

「決
勝
の
最

後
で
皆
が
リ
ー
ド
し
て
く

れ
て
、
そ
の
ま
ま
勝
て
た

の
で
よ
か
っ
た
」、
河
西

君
は

「初
の
団
体
戦
で
優

勝
で
き
て
よ
か
っ
た
」
、

西
藤
君
は

「3
人
で
優
勝

し
て
こ
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

平
沢
町
長
は

「何
で
も

や
れ
ば
で
き
る
。
自
信
が

つ
い
た
と
思
う
。
お
め
で

と
う
」
と
祝
福
し
た
。

伊
那
市
は
11
月
、
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
を
支
援

す
る
病
後
児
保
育
と
休
日

保
育
を
開
始
し
た
。
共
働

き
家
庭
も
多
い
昨
今
、
親

に
と
っ
て
は
有
り
難
い
制

度
だ
。
し
か
し
、

一
方
の

子
ど
も
は
と
い
う
と
、
休

日
や
病
後
で
あ
れ
ば
な
お

さ
ら
親
と

一
緒
に
い
た
い

の
が
心
情
だ
ろ
う
。
「本

当
は
ど
ち
ら
も
あ
ま
り
使

わ
れ
な
い
方
が
い
い
サ
ー

ビ
ス
な
ん
で
す
け
ど
ね
」
。

担
当
者
は
本
音
を
も
ら
す

▼
子
育
て
支
援
の
名
の
も

と
、
子
ど
も
を
預
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
は
充
実
し
て

き
た
。
そ
の

一
方
、
親
と

子
ど
も
が

一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
減
少
す
る
矛
盾
。

思
わ
ず
「子
育
て
支
援
?
」

と
首
を
か
し
げ
る
▼
長
年

子
育
て
支
援
活
動
を
し
て

い
る
あ
る
人
の
言
葉
を
思

い
出
す
。
「最
近
思
う
。

本
当
に
必
要
な
子
育
て
支

援
は
、
も
っ
と
子
ど
も
の

も
と
に
親
を
返
し
て
あ
げ

る
こ
と
な
ん
だ
っ
て
」。

(伊
藤
愛
子
)

期日

当
選
と
い
う栄

誉
をいただき、感謝感激、

い
て
触れ

「
公
約
に
掲
げた3つの約束、持続可

議
会議

長
ら
が
お
祝
の
言葉を送った。

初出

場
し
た
長
野
丘
F
・Cが見事優勝した。箕

(
H
)。

長
野
県
か
ら
はーチームのみの出場。

田
市
丘
フ
ェ

ン
サ
ー

ズ」と対戦。9試合のうち
一
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※審査の結果お断りする場合がありますので

ご了承下さい。
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、本支店 窓 口までお問 い合 わせ くださ い
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伊那市役所食堂に新メニュー

!ツセばそゆフ}らと力駒井≦らさ

 

伊
那
市
役
所
1
階
食
堂

「ア
ザ
レ

ア
」
の
メ

ニ

ュ
ー
に
12
日
か
ら
、
「さ

く
ら
肉
丼
と
か
ら
つ
ゆ
そ

ば
の
ミ
ニ
丼
セ

ッ
ト
」
が

加
わ

っ
た
。
値
段
5
0
0

円
。7

月
か
ら
加
わ
っ
た
伊

那
名
物

「ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

と
ロ
ー
メ
ン
の
ミ
ニ
セ
ッ

ト
」
が
好
評
だ

っ
た
た

め
、
そ
れ
に
続
く
第
2
弾

と
し
て
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー

が
企
画
さ
れ
た
。

「さ
く
ら
肉
丼
」
は
高

タ
ン
パ
ク
質
、
低
脂
肪
で

消
化
が
良
い
馬
肉

「さ
く

ら
肉
」
を
甘
く
煮
込
み
、

丼
に
し
た
も
の
。

「か
ら
つ
ゆ
そ
ば
」
は

大
根
お
ろ
し
の
辛
味
の
あ

る
汁
に
焼
味
噌
を
入
れ
た

つ
ゆ
に
つ
け
て
食
べ
る
。

市
役
所
職
員
た
ち
が
、

新 メニ ュー

「さ く ら肉 とか らつ ゆそ ばの ミニ丼 セ ッ ト」

 

さ

っ
そ
く
新
メ
ニ
ュ
ー
を

試
し
て
い
た
。

「大

根
の
辛
み
が

い

い
」
「安

く

て

お

い

し

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

た
。

住
居
侵
入
の

男

を

逮

捕
伊
那
署

伊
那
署
は
13
日
午
前
2

時
51
分
、
住
居
侵
入
の
疑

い
で
伊
那
市
の
無
職
武
田

直
樹
容
疑
者

(36
)
を
現

行
犯
逮
捕
し
た
。

武
田
容
疑
者
は
同
日

夜
、
窃
盗
目
的
で
南
箕
輪

村
の
会
社
員
男
性

(34
)

宅
に
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て

侵
入
。
伊
那
警
察
署
管
内

で
連
続
発
生
し
て
い
る
窃

駒

ケ

根

で

住
宅
2
階
焼
く

12
日
午
後
8
時
ご
ろ
、

駒
ケ
根
市
東
伊
那
火
山
の

無
職

下
平

一
男
さ
ん

(63
)
方
か
ら
出
火
。
木

造

一
部
2
階
建
て
住
宅
の

2
階
部
分
約
40
平
方
踏
を

焼
い
て
午
後
9
時
10
分
に

鎮
火
し
た
。
出
火
当
時
住

宅
に
い
た
家
族
5
人
は
逃

げ
て
無
事
だ
っ
た
。

駒
ケ
根
署
が
原
因
を
調

べ
て
い
る
。

盗
事
件
の
捜
査
を
し
て
い

た
署
員
が
現
行
犯
逮
捕
し

た
。高遠 温泉 ノ?

湯 質 最 高
憩 いのお宿
現連会員 盈高遠(94)310

 

宮
田
村

女
児
つ
か
ん
だ
男

下
半
身
を
露
出

8
日
夕
に
宮
田
村
民
会

館
近
く
で
女
子
児
童
の
腕

を
つ
か
ん
だ
不
審
な
男

は
、
下
半
身
を
露
出
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

30
歳
代
の
細
お
も
て

で
、
身
長
1
7
5
稽
く
ら

い
、
上
下
黒
色
の
服
装
に

黒
い
ネ
ク
タ
イ
、
先
の
と

が
っ
た
黒
い
靴
、
薄
茶
色

で
屋
根
が
黒
い
車
に
乗
っ

て
い
た
と
み
ら
れ
、
村
教

委
は
情
報
を
防
犯
メ
ー
ル

臨
お
引
け
妨
げ
董
す

13
日
、
80
歳
。
伊
那
市

坂
下
区
宮
本
町
3
1
9
5

-
2
。
葬
儀
は
15
日
午
後

1
時
か
ら
フ
ジ
サ
ワ
セ
レ

モ
ニ
ー
西
町
会
館
。
喪
主

は
夫
で
伊
東
竹
細
工
店
の

政
実

(ま
さ
み
)
さ
ん
。

澤
寺
。
喪
主
は
子
で
農
業

の

一
美
(か
ず
み
)さ
ん
。

飯
島

義
徳
氏

(
い
い
じ
ま
・よ
し
の
り
)

12
日
、
68
歳
。
農
業
。

伊
那
市
西
春
近
3
9
4
。

葬
儀
は
15
日
正
午
か
ら
グ

レ

ー
ス
虹

の
ホ
ー
ル
伊

那
。
喪
主
は
長
女
の
夫
で

教
員
の
伊
藤
寛
明

(
い
と

う

・
ひ
ろ
あ
き
)
さ
ん
。

戸
澤

主
計
氏

(と
ざ
わ

・
か
ず
え
)

12
日
、
88
歳
。
駒
ヶ
根

市
中
沢
6
5
1
0
-
2
。

葬
儀
は
15
日
正
午
か
ら
蔵

平
沢

由
子
さ
ん

(
ひ
ら
さ
わ

・
よ
し
こ
)

11
日
、
1
0
9
歳
。
宮

田
村
6
6
0
6
-
2
。
葬

儀
は
15
日
正
午
か
ら
白
心

寺
。
喪
主
は
孫
で
会
社
員

の
幸
弘

(ゆ
き
ひ
ろ
)
さ

ん
。

伊
東

雪
枝
さ
ん

(い
と
う

・
ゆ
き
え
)

お
く
や
み
の
お
知
ら
せ

ば
無
料
で
す
。
本
社
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
T
E

L
72

・
4
1
0
0
、
F
A

X
77

・
1
9
5
0

で
配
信
す
る
な
ど
し
て
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

平

沢

由

子

さ
ん
(宮
田村
町三
区
)死

去

上
伊
那
最
高
齢

眠
る
よ
う
な
大
往
生

上
伊
那
最
高
齢
の
平
沢

由
子
さ
ん
‖
宮
田
村
町
三

109歳

 

区
‖
が
11
日
午
後
0
時
38

分
、
駒
ケ
根
市
内
の
特
別
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鶴

間
餌
欝

欝

蓋

麟

　…嚢

商
店
の最新
情
報

た
か
と
お
カ
ー
ド
切
り
替
え
へ

シ
ス
テ
ム
更
新
で
12
月
か
ら
順
次

伊
那
市
高
遠
町
の
た
か

と
お
カ
ー
ド

「お
つ
か
い

軽 くて薄 い
カー ドに切 り替わる

 

く
ん
」
加
盟
店
会

(米
山

祥

一
会
長
、
38
店
)
は
シ

ス
テ
ム
更
新
に
伴
い
、
12

月
か
ら
順
次
、
新
カ
ー
ド

に
切
り
替
え
る
。

更
新
は
、
各
加
盟
店
に

設
置
し
て
い
る
端
末
機
な

ど
シ
ス
テ
ム
が
老
朽
化
し

た
た
め
。
買
い
物
1
0
0

円
で
ー
ポ
イ
ン
ト
が
付
く

カ
ー
ド
機
能
に
変
更
は
な

い
。

利
用
者
が
貯
め
た
ポ
イ

ン
ト
は
、
そ
の
ま
ま

新

カ
ー
ド
へ
移
行
。
取
り
換

え
期
間
は
12
月
1
日
～
08

年
3
月
31
日
で
、
加
盟
店

や
商
工
会
事
務
局
で
受
け

付
け
る
。

12
月
8
日
に
は
、
町
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「や
ま

す
そ
」
で
カ
ー
ド
交
換
ビ

ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

「マ
ギ
ー

審
司
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
」

を
企
画
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
ば
、
加
盟

店

ま
た
は
事

務
局

(
宕

94

・
2
3
0
9
)

へ
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
死
去

し
た
。
1
0
9
歳
。

4
日
前
ま
で
は
食
事
も

欠
か
さ
ず
、
最
期
は
家
族

ら
に
も
見
守
ら
れ
眠
る
よ

う
な
大
往
生
だ
っ
た
と
い

う
。伊

那
市
殿
島
の
生
ま
れ

で
結
婚
し
て
宮
田
村
に
住

ん
だ
。
早
く
に
夫
を
亡
く

し
た
が
、
家
族
の
大
黒
柱

と
し
て
男
ば
か
り
4
人
の

子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
。

「怒
っ
た
顔
を
見
た
こ

と
が
な
い
。
い
つ
も
笑
顔

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し

た
」
と
孫
の
幸
弘
さ
ん
。

2
年
ほ
ど
前
か
ら
は
言

葉
を
話
す
の
が
難
し
く

な
っ
た
が
、
体
は
健
康
で

食
欲
も
旺
盛
。
野
球
と
相

撲
が
好
き
で
、
テ
レ
ビ
観

戦
も
し
て
い
た
と
い
う
。

葬
儀
は
15
日
正
午
か
ら

同
村
町
二
区
の
白
心
寺
で

喪
主
は
幸
弘
さ
ん
。

那
地
区
労
働
者
福
祉
協
議

会
は
18
日
、
南
箕
輪
村
の

大
芝
高
原
多
目
的
広
場
で

上
伊
那
労
福
協
ま
つ
り
を

開
く
。
午
前
10
時
～
午
後

3
時
。

ま
つ
り
で
は

「く
ら
し

の
な
ん
で
も
相
談
」
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
す
る
ほ
か
、

農
団
労
の
地
元
産
野
菜
や

果
樹
の
販
売
、
輪
投
げ
な

ど

「ち
び
っ
こ
!
お
楽
し

み
広
場
」
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
豚
汁
、
そ
ば
、
お

で
ん
な
ど
の
模
擬
店
も
出

る
。フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者
は
当
日
ま
で
募
集

中
。問

い
合
わ
せ
ば
、
上
伊

那
労
福
協
の
根
橋
さ
ん
、

ま

た
は
埋
橋
さ

ん

(
宕

78

・
0
0
0
3
)
へ
。

お
通
夜
か
ら
葬
儀

・
告
別
式

・
法
要
ま
で

フ
ジ

サ

ワ
セ
レ
モ
■
一ー
西

町
会

館

伊
那
市
バ
イ
パ
ス
小
黒
川
北

盈
74
-
2
0
6
0

も
し
も

の
時
は

「フ
ジ
サ

ワ
」
に
御
相
談
、
お
ま
か
せ

に
な
ら
れ

る
の
が
も

っ
と
も
安
心

で
す
。

式

場
は
高
さ
約

6
メ
ー
ト
ル
を
確
保
し

て
、
厳
粛
な
イ

メ
ー
ジ

株

鋪
ン
レ

ー

7
の

虹

の

ホ

ー

ル

清
水
村
長
か
ら
敬
老
の
祝
い
を
受
け
、

顔
を
崩
し
て
喜
ぶ
姿
が
印
象
的
だ
っ
た

平
沢
さ
ん

(2
0
0
5
年
9
月
)

罫

覆

わ曇
竃
蟻

r

ー
■
花

.勤[

藷1　
487の

瓠1;

 

上
伊
那
労
相
協
ま
つ
り

18
日

大
芝
高
原
で

連
合
上
伊
那
地
域
協
議

会
、
上
伊
那
地
区
労
組
会

議
な
ど
で
構
成
す
る
上
伊

(
あ
い
こ
う
て
ん
れ
い
し
ゃ
)

箕

輪
本

社

宕
71

-
3
2

0

1

伊

営

盈
76

-
7

4
6

0

仏

壇

位

牌
…

有
サ
シ
又
イ
生
花
店

上伊那地区東証1部主力上場企業蘭島
日経 平 均 株 価1万5126円63銭 前日比 、-70円46銭

KOA1047▼4

オ リンパス4440▼120

電産サンキョ831▼15

タ カ ノ797△1

ヤ マ ウ ラ302▼7

養 命 酒1088▼10

キ ッ ツ736▼7

エ プ ソ ン2335▼5

櫛
ン
ル
ン

価
、

プ

蒙

鰍

オ
ト
ィ
社

…
㌘

同

和
ネ
ジ
高

SBlイ ー・トレード証券㈱伊那支店
伊那市伊那3448-16TELO265・72・6184

ナ
イ
ス
ロ
ー
ド
店

宕
7
8
-
8
7
8
3

伊

男

店

宕
7
3
1
5
8
7
2

コンピューター会計・税務

税理士法人あお ば会 計

㈲ 花輪計算センター

伊那市大芦町TEL.72-6131

⌒
黒田ミシリ商会
伊那市旭町(ナガギン南)紐72-2413
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人
間
・野
生
動
物
共
生
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
推
進
講
演
会
19
日

野
生
動
物
に
よ
る
農
作

物
被
害
減
少
を
目
的
と
し

て
、
北
海
道
犬
を
使
っ
た

野
生
動
物
追
い
払
い
事
業

に
取
り
組
む
伊
那
市
は
19

日
、
「人
間

・
野
生
動
物

共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

講
演
会
」
を
市
役
所
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
く
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
広
く

]
般
の
人
に
知
ら
せ
、
理

解

・
関
心
を
深
め
て
も
ら

北海道犬学び

協力者も募る

 

う
中
で
、
今
後
、
必
要
と

な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協

力
者
も
募
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

講
演
は
市
が
事
業
を
委

託
し
て
い
る
元
北
海
道
大

学
助
教
授

・
鈴
木
延
夫
氏

の

「人
間
と
野
生
動
物
共

生
の
課
題
と
北
海
道
犬
の

特
性
、
飼
い
方
、
し
つ
け

方
」
を
聞
く
。

入
場
無
料
。
午
後
6
時

半
～
8
時
15
分
。

問
い
合
わ
せ
ば
市
農
林

振
興
課
農
業
振
興
係

(宕

78

・
4
1
1
1
、
内
線
2

4
1
4
)
へ
。
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寸
劇
を
上
演
し
た
箕
輪
町
保
健
補
導
員

連
合
会
は
、
転
倒
や
腰
痛

食生活・体操・笑い
…健康を考える

保健補導員連絡協上伊那支部研修会

 

県
保
健
補
導
員
連
絡
協

議
会
上
伊
那
支
部
研
修
会

が
11
日
、
駒
ケ
根
市
文
化

会
館
で
あ
っ
た
。
各
市
町

村
の
補
導
員
や
住
民
ら
が

参
加
。
箕
輪
町
、
駒
ケ
根

市
の
両
補
導
員
が
活
動
発

表
。
F
M
長
野
の
人
気
番

組

「3
4
6
G
R
O
O
V

E

F
R
I
D
A
Y
!
」

で
も
お
な
じ
み
の
食
文
化

研
究
家
の
永
山
久
夫
さ
ん

予
防
、
脳
の
刺
激
に
も
効

果
が
あ
る

「ブ
リ
フ
リ
グ

ッ
パ
ー
体
操
」
を
紹
介
し

た
。永

山
さ
ん
の
講
演
は
ラ

ジ
オ
と
同
様
に
笑
い
を
誘

い
な
が
ら
展
開
。
健
康
と

笑
い
を
絶
や
さ
な
い
こ
と

が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ

と
を
爆
笑
ト
ー
ク
で
伝
え

た
。

郡
身
障
協
が
恒
例

「
ふ
れ
あ

い
広
場
」

上
伊
那
郡
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
恒
例
の

「ふ
れ

あ
い
広
場
」
が
こ
の
ほ
ど

箕
輪
町
の
な
が
た
荘
で

あ
っ
た
。
1
0
0
人
余
が

集
い
、
歌
や
踊
り
の
演
芸

大
会
を
楽
し
み
親
ぼ
く
を

深
め
た
。

㌔
…
↑

」
二曇 壌

釜
吟

定
期
総
会
と
並
ん
で
多

く
の
会
員
が
集
ま
る
催
し

で
、
常
日
ご
ろ
会
え
な
い

人
た
ち
が
顔
を
合
わ
せ
元

気
に
過
ご
そ
う
と
、
協
会

所
属
の
5
町
村
を
巡
回
し

年
1
回
開
い
て
い
る
。

開
会
式
で
郡
副
会
長
の

登
内
嘉
夫
さ
ん
は

「協
会

が
あ
っ
て
こ
そ
支
え
に
な

り
、
励
み
に
な
る
。
ふ
れ

あ
い
広
場
を
一
つ

の
契
機
に
、
あ
す

か
ら
互
い
に
元
気

摯

づ
け
あ
っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
11
写
真
。

囎

,

の
講
演
も
あ
っ
た
。

寸
劇
を
通
じ
て
生
活
習

慣
の
改
善
を
地
域
に
呼
び

か
け
よ
う
と
、
6
月
に
劇

団
を
結
成
し
た
箕
輪
町
保

健
補
導
員
。
こ
の
日
も
劇

、ぺ

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
、
箕
輪
町
に

結
成
さ
れ
た

「た

、
▲
そ
が
れ
シ
ー
ラ
ク

バ
ン
ド
」
の
演
奏

を
楽
し
ん
だ
後
は

演
芸
大
会
。
各
協

を
上
演
し
て
、
食
生
活
な

ど
が
乱
れ
、
健
康
を
害
し

た
子
ど
も
が
立
ち
直
っ
て

い
く
過
程
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
た
。

駒
ケ
根
市
保
健
補
導
員

ハ
ッ
ピ
ー

テ
ー

ル
ー8
日

箕
輪

町

で
猫

の
譲
渡
会

事
情
が
あ
っ
て
保
護
さ

れ
た
犬
猫
の
保
護
、
里
親

探
し
に
取
り
組
む

「
ハ
ッ

ピ
ー
テ
ー
ル
」
は
18
日
、

箕
輪
町
松
島
の
雑
貨
店

「ぶ
ち
ら
ぱ
ん
」
の
隣
に

あ
る
空
き
店
舗

「ぶ
ち
ら

ぱ
ん
ど
う
」
で
猫
の
譲
渡

会
を
す
る
。

午
前
11
時
～
午
後
2
時

(雨
天
決
行
)。

ま
た
、
外
で
餌
を
与
え

て
世
話
を
し
て
い
る
猫
の

手
術
費
用
の
助
成
も
し
て

い

る

。

問

い
合

わ

せ

ば
、

ハ
ッ

ピ

ー

テ

ー

ル

(
宕

0
9

0

・
1

8
6

8

・
3

1
1

9

)

へ
。

会
か
ら
4
、
5
人
が
出
演

し
、
剣
舞
や
歌
、
詩
吟
、

踊
り
な
ど
多
彩
な
芸
を
披

露
。
食
事
を
し
な
が
ら
演

芸
を
楽
し
み
、

一
日
の
ん

び
り
と
過
ご
し
て
い
た
。

♪
月
♪
月
♪
刀
♪
方
♪
円
‥♪
朽
‥♪
円(♪
月
♪
月
♪
児
♪
円
ひ♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
円
F♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
,
月
♪
月
♪
方
♪
月
♪
月
'♪
円
μ♪
月
♪
円
‥♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
冗
♪
月
♪
方
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
刀
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
月
♪
問
'

信
州
大
学
混
声
合
唱
団
の
第
39
回
定

期
演
奏
会
が
、
29
日
に
松
本
市
音
楽
文

化
ホ
ー
ル
で
、
12
月
2
日
に
長
野
市
の

県
民
文
化
会
館
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
合
唱
作
品
を

作
曲
し
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
海
外

の
合
唱
団
に
も
多
く
と
り
上
げ
ら
れ
、

指
揮
者
と
し
て
も
世
界
的
に
活
動
す
る

松
下
耕
さ
ん
を
客
演
指
揮
者
に
迎
え
、

3
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
す
る
。

第
1
部

・
第
2
部
は
学
生
指
揮
者
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
。
第
1
部
は
、
片
岡
輝

信大混声合唱団の定期演奏会

作
詞

・
鈴
木
憲
夫
作
曲
の

「混
声
A
口唱

組
曲

未
来
へ
の
決
意
」
を
平
賢
一
郎

さ
ん
の
指
揮
で
、
第
2
部
は

「い
つ
も

ポ
ケ
ッ
ト
に
歌
を
～
日
本
語
で
親
し
ま

れ
る
外
来
歌
～
」
を
テ
ー
マ
に

「大
き

な
古
時
計
」
「お
お
ス
ザ
ン
ナ
」
「線
路

は
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も
」
な
ど
、
な
じ

み
の
あ
る
曲
を
中
村
直
子
さ
ん
の
指
揮

で
披
露
す
る
。

第
3
部
で
松
下
さ
ん
を
客
演
指
揮
に

迎
え
る
。

松
下
さ
ん
作
曲
の

「奄
美
諸
島
の
四

29日・松本市、12月2日・長野市で

つ
の
島
唄
」
か
ら

「さ
い
さ
い
節
」

「沖

永
良
部
の
子
守
唄
」
「三
京
ぬ
後
」や
、

「八
重
山

・
宮
古
の
三
つ
の
島
唄
」
の

「狩
俣
ぬ
く
い
ち
ゃ
」
「安
里
屋
ユ
ン

タ
」
を
披
露
す
る
。

入
場
料
5
0
0
円
。
29
日
は
午
後
6

時
半
開
演

(開
場
6
時
)
、
12
月
2
日

は
午
後
3
時
半
開
演

(開
場
3
時
)。

南
箕
輪
村
の
農
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
を
設
置
し
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
ば
坂
田
さ
ん

(宕
0
8
0

・

5
6
7
4

・
7
4
6
3
)

へ
。

◆
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ー7
日

さ
わ
や
か
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
新
コ
ー
ス

「三
十
三
観
音
め
ぐ
り
の

善
福
寺
を
訪
ね
て
」
が
17

日
、
J
R
飯
田
線
駒
ヶ
根

駅
を
出
発
点
に
あ
る
。
参

加
無
料
。
J
R
東
海
飯
田

支
店
主
催
。

コ
ー
ス
は
駒
ヶ
根
駅
～

宮
田
駅
で
、
駒
ヶ
根
シ
ル

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ふ
る

さ
と
の
丘
、
善
福
寺
な
ど

を
経
由
す
る
約
12
言

(所

要
約
3
時
間
)。
見
所
は
善

福
寺
の
裏
山
に
あ
る
33
体

の
石
仏
を
配
し
た
観
音
巡

り
で
、
そ
の
中
に
名
工
守

屋
貞
治
作
の
石
仏
が
4
体

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
ば
J
R
伊

那
市
駅

(宕
72
・
2
0
4

2
)
へ
。

◆
伊
那
市
・
西
箕
輪
ク

ラ
ブ
定
例
会

(13
日
)

▽
男
性

①
宮
島
英
雄
86

②
白
鳥
久
87
③
佐
藤

一
男

90
④
千
賀
賢

一
、
尾
崎
和

夫
⑤
白
鳥
秋
雄
⑥
堀
内
久

光▽
女
性

①
浦
野
富
美
子

98
②
桐
野
ハ
ル
子
1
0
0

③
原
清
子
、
青
木
良
子
1

0
1
④
桜
井
孝
子
⑤
小
松

敏
子
⑥
今
井
久
代

▽
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

白

鳥
久◆

伊
那
市

・
沢
渡
ク
ラ

ブ
例
会

(10
日

・
沢
渡
M

G
場
)

▽
男
性

①
春
日
政
秀
、

渋
川
洋

一
1
1
2
②
池
上

公
明
③
伊
藤
文

一
④
寺
田

英
男
⑤
小
林
幹
弘
⑥
小
平

良
三

▽
女
性

①
平
沢
祐
子
1

1
0
②
古
田
あ
や
子
③
塩

沢
と
し
子
、
西
沢
栄
子
④

北
沢
美
津
子
⑤
三
沢
ナ
ツ

子
⑥
竹
松
き
み
子

▽
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

小

林
幹
弘
、
平
沢
祐
子

伊 那 石 汕 糞謹
伊 那 市 伊 那1995

■伊 那 給 油 所TEL72-7123
■ナイスロー ド給油所TEL.74-6770

裏壁高 遠 石 汕
高 遠 町 常 磐 町195-4TEL.94-2038

平 成17

環境大臣 賞受
報

賞臣
や さ し

オクガソ

 

球地

環

穆鑓

 

…

ダ1蘂遵嘩粋
販売元

株式会社伊 勢 喜
駒ケ根市赤穂1299番 地

TELO265-82-2101

室 砂 糖
玉 砂 繍 誌 サトウキビから作られた

粗糖(原料糖)に糖蜜を加え、二重釜で煮

つめ撹伸しながら自然に乾燥させたもの

で、精製糖の科学的製造工程とは違う、昔

ながらの頑固な製法で丹精込めて造られ

た砂糖です。

精製糖に比べミネラル分を多く含み、その

上カロリーは控えめで自然の風味やコク

があり、野沢菜漬、たくあん潰やお料理に

最適なアルカリ性自然食品です。

※お近くのお店でお求め下さい。

浄 水器 ・マ ッ ト・モ ップ ・タオル ・清 掃用具 の レンタルは

晶 ダスキン吉澤
醤

ヨ ゴ レ ハ ゼロゼロ

夢み 万座 回012α450800
株式会社 ニ ドム 伊那市上牧6476(新水神橋際)TEL72.5770
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新目亭那伊(第3種 郵便物認可)

埋
物
集
ノ

5
5

ヵ

鵠

タ

鳴

産
企
廃
有

箕

工任

業
指

な

総
焔願

限
社

韻

有
会

外

で
い
ろ

い
ろ

体
験

の
時
間

に

放
課
後
子
ど
も

フ
ォ
ー
ラ

ム

伊
那
市
教
育
委

団
員
会
な
ど
は
こ
の

ほ
ど
、
市
役
所
で

「放
課
後
子
ど
も
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
い
た
。学
校
、

育
成
会
関
係
者
ら
約
1
6

0
人
が
出
席
。
全
国
体
験

活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
木
村
清

一

さ
ん
が
、
放
課
後
の
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
話
し
た
ー
写
真
。

木
村
さ
ん
は
、
子
ど
も

の
放
課
後
の
遊
び
方
の
変

化
を

「外
で
は
な
く
家
の

中
で
、
異
年
齢
と
大
勢
で

は
な
く
同
年
代
と
少
人
数

で
遊
ん
で
い
る
」
と
説

明
。
少
年
期
の
過
し
方
と

し
て
正
し
い
の
か
を
考

え
、
「さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
大

人
が
つ
く
ら
な
け
れ
ば
」

と
し
た
。

ま
た
、
亜
細
亜
大
学
非

常
勤
講
師
で
も
あ
る
木
村

さ
ん
は
、
大
学
生
た
ち
を

「人
間
関
係
が
希
薄
」
と

表
現
。
「携
帯
電
話
で
毎

日
、
メ
ー
ル
の
や
り
取
り

を
し
て
い
て
も
人
間
関
係

は
深
ま
ら
な
い
」

「(少
年
期
の
)

験
、
集
団
体
験
、

献
活
動
な
ど
を
通

会
生
活
に
必
要
な

習
得
し
て
ほ
し
い

し

た

。

伊
那
市
の
長
谷
公
民
館
で

面
こ
の
ほ
ど
、
生
涯
学
習
講
演

会
が
あ
っ
た
。
話
芸
家

・
江

戸
家
小
猫
さ
ん
が

「芸
も
生
き
が

い
、
人
も
生
き
が
い
」
と
題
し
、
動

物
の
鳴
き
声
を
交
え
な
が
ら
講
演
。

会
場
に
集
ま
っ
た
地
域
住
民
ら
約
1

江
戸
家
小
猫
さん長
谷
で
講
演

3
0
人
を
楽
し
ま
せ
た
。
市
教
育
委

ロ貝
会
な
ど
主
催
。

江
戸
家
小
猫
さ
ん
は
、
ホ
ト
ト
ギ

ス
や
マ
ツ
ム
シ
、
カ
ン
タ
ン
な
ど
の

鳴
き
声
を
ク
イ
ズ
に
し
て
次
々
と
披

露
。
特
徴
を
と
ら
え
た
動
物
も
の
ま

ね
の
名
人
芸
に
、
参
加
者
は
感
心

何でも毎日練習すれば必ずできる
し
、
拍
手
を
送
っ
た
。

指
笛
の
ウ
グ
イ
ス
な
ど
の
鳴
き
方

が
伝
授
さ
れ
た
が
、
音
が
出
ず
、
口

か
ら
ス
ー
ス
ー
と
息
が
も
れ
る
参
加

者
に

「芸
ご
と
で
も
何
で
も
1
日
、

2
日
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
が
、
毎

日
、
練
習
す
れ
ば
必
ず
で
き
る
」
と

継
続
の
大
切
さ
を
話
し
た
。

ま
た

「年
を
重
ね
る
と

『あ
れ
』

『
そ
れ
』
が
多
く
な
る
。
年
の
せ
い

で
は
な
く
、
頭
が
な
ま
け
て
い
る
せ

い
。
覚
え
る
訓
練
を
」
と
呼
び
か
け

た
。同

じ
会
場
で
長
谷
地
区
文
化
祭
も

あ
り
、
作
品
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

大宗館の貴重な資料を展示

一
ー
ー
ー
一
=
一
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
一
=

=
一
ー
ーー
ー
ー
ー
ー一
=

=
=

=
一
=

一
=
=

一一
ー
一
一
=
一
ー
一
=
一
ー
ー
ーー
ー
ー
一
=
一
ー
二
=
=

一
一
=
一
一
ー
ーー
ー
ー
ー
ー一
=

ニ
一
一
ー
ー一
一
=
一
ー
ー
一
=
ニ

ー一
=

=
一
=

吉
道
を
歩
い
て

み

よ

う
L
18

日

§

箕
輪
町
郷
土
博

物
館
は
18
日
、
町

W
－
=

内
ま
る
ご
と
博
物

館
事
業

「み
の
わ
訪
ね
て

物
語
」
の

一
環
で
、
「古

道
を
歩
い
て
み
よ
う
」
を

す
る
。
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

現
在
開
催
中
の
同
館
特

別
展

「道
～
み
の
わ
の
古

道
を
め
ぐ
っ
て
～
」
に
あ

わ
せ
、
木
下
地
区
の
伊
那

街
道
な
ど
の
古
道
を
歩
き

周
辺
の
史
跡
を
訪
ね
る
。

加
集
氏
の
墓

・
野
口
在

色
の
墓
、
木
下
陣
屋
跡
付

近
、
野
口
在
色
宅
跡
付

近
、
清
水
の
里
、
箕
輪
坂

の
道
標
、
久
保
折
り
返

し
、
産
石
な
ど
を
巡
る
。

講
師
は
町
文
化
財
保
護
審

議
会
長
の
蟹
沢
廣
美
さ

ん
。
午
前
8
時
50
分
に
木

下
南
保
育
園
駐
車
場
に
集

合
。
11
時
30
分

こ
ろ

終

了
。定

員
20
人
。
事
前
申
し

込
み
制
で
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
る
。
参
加
は

無
料
。
筆
記
用
具
な
ど
を

持
参
す
る
。
小
雨
決
行
、

雨
天
中
止
。
申
し
込
み
は

郷
土
博
物
館

(宕
79

・
4

8
6
0
)
へ
。

南
箕
輪
村
教
育
委
員
会
は
11
日
、
村
郷
土

囲
館
特
別
展
で

「大
宗
館
文
慮
に

の
資
料
を
公

開
し
た
。

大
宗
館
文
庫
は
村
南
殿
区
の
有
賀
家
が
所
蔵
し
て

い
た
古
文
書
な
ど
を
内
容
と
す
る
文
庫
。
古
文
書
類

2
7
7
7
点
、
和
書
な
ど
の
図
書
類
1
0
0
9
点
、

錦
絵
34
図
、
書
画
7
3
9
点
あ
り
、
多
種
類
で
点
数

も
多
い
。
著
名
人
の
書
画
や
豊
国
、
国
貞
、
国
芳
、

「大
宗
館
文
庫
」
縫
鍵
響

の
資
料
特
別
展

村鵠
順黙

続
い
て
開
催
。
屏
風

(び
ょ
う
ぶ
)
や
掛
け
軸
な
ど

の
書
画
、
古
文
書
に
加
え
、
錦
絵
全
点
を
紹
介
し
、

島
崎
藤
村
の
島
崎
家
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
残
さ
れ
て
い
る

「夜
明
け
前
」
の
関
係
資
料
も
展

示
し
た
。

来
館
者
は
、
村
文
化
財
専
門
委
員
の
松
沢
英
太
郎

さ
ん
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
興
味
深
く
資
料
を
見

て
い
た
。

農
地
相
談
あ
す

念

箕
輪
町
の
農
地

相
談
が
15
日
午
前

竺
=

9
時
～
11
時
半
、

町
役
場
2
0
2
会
議
室
で

あ
る
。

2
カ
月
に
1
回
の
農
地

相
談
。
通
常
は
夜
間
開
催

だ
が
、
農
閑
期
の
11
月
か

ら
3
月
ま
で
は
昼
間
に
開

く
。
相
談
に
は
町
農
業
委

員
が
応
対
す
る
。
申
し
込

み
不
要
。

隔

醐
保
霞

継

蓮

・子
育
て
講
婆

伊
那
市
保
育
園
保
護
者

連
合
会
は
H
日
、
市
役
所

で
子
育
て
を
考
え
る
講
演

会
を
開
い
た
。
保
護
者
ら

約
80
人
が
集
ま
り
、
市
子

育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
の
今
井
く
る
み
さ
ん

の

「子
供
が
守
る
自
分
の

心
と
か
ら
だ
～
親
ど
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
～
」
と
題
し
た
話
を
聴

い
た
ー
写
真
。

今
井
さ
ん
は
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
暴
力
に

＼

1・

 

脅

'ノ

"

.

ミ

、

冷

込

つ
い
て

「繰
り
返
さ
れ
る

外
的
抑
圧
は
心
の
中
に
入

り
、
内
的
.抑
圧
と
な
っ
て

悲
し
い
心
と
な
る
」
と
説

明
。
「傷
つ
い
た
気
持
ち

を
開
放
す
る
作
業
を
両
親

が
手
伝
う
た
め
に
も
、
幼

い
う
ち
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
が
必

要
」
と
呼
び
掛
け
た
。

ま
た

「川
の
流
れ
を
暴

力
と
す
る
と
、柵
(さ
く
)

を
作
っ
て
近
寄
ら
せ
な
い

よ
う
に
す
る
の
で
は
な

く
、
川
の
中
で
泳
ぐ
こ
と

を
教
え
る
必
要
が
あ
る
」

「ど
う
や
っ
て
子
ど
も
が

自
分
自
身
の
心
と
体
を
守

る
か
を
考
え
て
ほ
し
い
」

と
し
た
。

質と買入れ

新 品・中1
やきうなぎ
,ッポン・会席料理

鍵会承ります

 

炭

ふ
各

～地域の話題満載～

購読のお申し込みは

宕0265-72■4101

伊那毎 日新聞

◇塗 料
◇接 着 剤
◇塗装機器
◇工業薬品
◇試 薬

llllllll■■関 西 ペ イ ン ト 特 約 店lll■ ■Ill■■1

モリや塗料

 

'
0

伊 那北駅前店

お食事・各種ご宴会・大衆酒蔵
サ ー ビス 胴、席 胴 無 間 で、安 心 心て
飲 食 出 来 る 店 。

宕72・2610㈹ 多ッヤ兀0120・460251
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ロ
ぷ

グ

ロ

=諺
熟
語

ユバル アンサ

凍

こ
、

き

、

ス海

難
ぎ
ぐ

声

リ

…
講
講

演
∵
鱗

㍉
卜

伊
那
市
を
拠
点
に
活
動
す
る

「ア
ル
プ
ス
木
の
オ
カ
リ
ナ
倶

楽
部
(く
ら
ぶ
)
」
は
12
月
、
伊

那
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
ユ

ー
バ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
。

㌧
曇

.
け議

㌶

綱

吹
け
ば
、
だ
れ
で
も
音
が
出
る

る
"

nσり

万

ル

謁

ス

ボ

の

オ
.カ
リ

・芽

倶

楽

部

楽
器
。
倶
楽
部
は
1
月
、
市
内

を
中
心
に
、
南
箕
輪
村
、
箕
輪

町
な
ど
コ
カ
リ
ナ
の
音
色
に
ひ

か
れ
た
20
人
が
集
ま
っ
て
発
足

し
、
月
1
回
、練
習
し
て
い
る
。

倶
楽
部
の
講
師
を
務
め
る
安

川
誠
さ
ん
ー
諏
訪
郡
原
村
ー
が

木
の
笛
や
ハ
ー
プ
、
ギ
タ
ー
で

構
成
す
る

「
ユ
バ
ル
ー
」
メ
ン

バ
ー
で
、
C
D
発
売
記
念
に
、

ミニコ淵b↑
倶
楽
部
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画

し
た
。

本
番
を
控
え
、
「ユ
バ
ル
ー
」

と
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
6
人
が

宣
伝
活
動
を
兼
ね
、
市
内
や
近

隣
の
福
祉
施
設
な
ど
4
カ
所
で

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
た
。

南
箕
輪
村
の
大
芝
の
湯
で
、

メ
ン
バ
ー
は

「曲
を
聞
い
て
、

ふ
だ
ん
の
疲
れ
を
い
や
し
て
ほ

し
い
」
と
来
場
を
呼
び
か
け
、

「ふ
る
さ
と
」
「も
み
じ
」
「ア

メ
イ
ジ
ン
グ

・
グ
レ
イ
ス
」
な

ど
を
演
奏
し
た
。
風
呂
か
ら
上

が

っ
た
利
用
者
は
、
コ
カ
リ
ナ

の
柔
ら
か
い
音
色
に
耳
を
澄
ま

せ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
12
月
14
日
午

後
7
時
か
ら
。
前
売
り
券
1
5

0
0
円
、
当
日
券
1
8
0
0
円

で
、
高
校
生
以
下
は
半
額
。

問
い
合
わ
せ
ば
、
加
納
さ
ん

(
宕
72

・
8
0
8
3
)

へ
。
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=
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囲

地
元
産
の
秋
の
味
覚
に
舌
鼓

雛

伊
那
市
山
寺
区
の
伊
那

北
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

き
た

っ
せ
で
11
日
、
「山

寺
収
穫
祭
」
が
あ
っ
た
。

区
内
に
あ
る
農
園
で
収
穫

伊
那
市
人
事
異
動

農

林

振

興

課

に

課

長

補

佐

配

置

伊
那
市
は
13
日
、
12
日

付
の
人
事
異
動
で
産
業
振

興
部
農
林
振
興
課
に
課
長

補
佐
を
置
く
た
め
、
新
た

に
1
人
を
追
加
し
た
。

人
事
異
動
は
次
の
通
り

(
カ
ッ
コ
内
は
旧
識
)
。

▽
農
林
振
興
課
長
補
佐

森
林
整
備
係
長

(農
林
振

興
課
森
林
整
備
係
長
)
池

上
勇

し
た
野
菜
の
販
売
、
空
ク

ジ
な
し
の
福
引
抽
選
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ

り
、
地
域
住
民
ら
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

昨
年
に
続
き
2
回
目
の

収
穫
祭
は
、
山
寺
区
の
文

化
祭
と
同
時
開
催
。
入
場

者
に
よ
る
10
層
の
寿
司
作

り
体
験

「き
た
っ
せ
巻
き

寿
司
」
、
商
店
に
よ
る
「テ

ン
ト
市
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ

た
。

「新
そ
ば
打
ち
」
は
、

農
園
で
収
穫
し
た
ば
か
り

の
そ
ば
粉
を
使
っ
て
、
住

民
が
手
打
ち
、
販
売
し

た
。
「引
き
た
て
、
打
ち

た
て
の
ソ
バ
だ
か
ら
鮮
度

が
い
い
」
の
呼
び
声
に
来

場
者
が
集
ま
り
、
地
元
産

の
秋
の
味
覚
に
舌
鼓
を

打
っ
た
。

文
化
祭
は
地
元
有
志
60

人
に
よ
る
写
真
や
絵
画
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
絵
手
紙

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
1
5
9

点
が
並
ん
だ
。

税
を
考
え
る
週
間

小
・中
学
生
の

書
・標
語
展
示

鳶

「税
を
考
え
る

週

間
」
(11
日
～

●
三

17
日
)
に
合
わ
せ

箕
輪
町
は
16
日
ま
で
、
町

内
小
・
中
学
生
の
書
道
と

標
語
の
入
賞
作
品
を
役
場

庁
舎
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示

し
て
い
る
ー
写
真
。

作
品
は
、
4
年
か
ら
6

年
ま
で
の
小
学
生
対
象
の

書
道
が
町
内
5
校
か
ら
6

9
3
点
、
中
学
生
対
象
の

標
語
は
箕
輪
中
学
校
2
、

3
年
生
か
ら
1
9
0
点
、

作
文
は
4
点
応
募
が
あ
っ

た
。書

道
、
標
語
の
入
賞
者

は
次
の
皆
さ
ん
。

【書
道
】

◇
金
賞
ー
今
井
南
貴

(中

部
小
6
年
)
唐
沢
桜

(北

小
6
年
)
釜
屋
良
美

(西

小
5
年
)中
谷
昭
太
郎
(南

小
6
年
)
柴
知
世

(東
小

5
年
)

◇
銀
賞
ー
濱
中
愛
美

(中

部
小
4
年
)中
村
美
夏
(中

部
小
5
年
)
大
沼
尚
平

(
同
)
北
條
隆
祐

(
同
)

山
崎
久
樹

(北
小
4
年
)

児
玉
貴
之

(北
小
5
年
)

納
税
税
金

金
工

筆

物
官

納
税

税
金

ノ

鞠i
きぜ きぜ,沃
い 論い1

 

地
一兀
の
農
園
で
収
穫
し

た
新
そ
ば
を
提
供

劉

燕織
簿

…繰
転
㌻

琉
金
認
ぎ
か
㌻

ぺ讃

㌫
80
税

.遅

漏

,
、紬

瀧

碗

全

。

胡

、
か

賛

㌍

㌍

ダ

メ
㌔

漂 ∪〆一一

鴛蓬

〆
高

岳

ぎ過

伊
那
市
狐
島
区
の
青
壮
年
男
性
で
つ
く
る
若
駒
会

(服
部

健
二
会
長
)
が
発
足
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
こ
の
ほ
ど
、
落
語
会
を
開
い
た
1
写
真
。

日
ご
ろ
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
住
民
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
企
画
し
た
。
10
周
年
の
節
目
ご
と
に
落
語
家

を
招
い
て
い
る
。

今
回
は
小
諸
市
出
身
の
落
語
家

・
昔
昔
亭
桃
太
郎
さ
ん
ら

を
迎
え
た
。
落
語
や
漫
才
で
、
会
場
に
集
ま
っ
た
地
元
住
民

鷺

難
蕪
…

議
…蝦

若
駒
会
は
1
9
7
7
年
、
青
壮
年
の
交
流
を
目
的
に
発

足
。
現
在
の
会
員
は
20
～
60
代
の
25
人
で
、
月
1
回
、
例
会

を
開
い
て
い
る
ほ
か
、
地
元
の
祭
り
で
長
持
ち
を
担
い
だ

り
、
区
へ
物
品
を
寄
贈
し
た
り
と
活
動
を
展
開
。
記
念
事
業

と
し
て
、
家
族
慰
安
旅
行
や
記
念
式
典

(12
月
)
を
計
画
し

て
い
る
。

服
部
会
長
は

「区
民
の
協
力
や
支
援
が
あ
っ
て
活
動
で
き

る
」
と
話
し
た
。

小
島
穂
乃
花
(西
小
4
年
)

渡
辺
優
太

(南
小
4
年
)

原
す
ず
か

(東
小
4
年
)

◇
箕
輪
町
長
賞
11
内
藤
千

恵

(中
部
小
4
年
)
水
嵜

奈
那

(北
小
5
年
)
唐
沢

彩
佳

(西
小
6
年
)
◇
町

教
育
委
員
会
賞
u
戸
田
あ

か
ね

(東
小
4
年
)
荻
原

奈
央

(南
小
5
年
)
渡
辺

幸
穂

(中
部
小
6
年
)

◇
町
商
工
会
長
賞
ー
小
林

真
緒

(西
小
4
年
)
伊
藤

公
介

(中
部
小
5
年
)
小

木
曽
真
理

(東
小
6
年
)

◇
町
納
税
貯
蓄
組
A口長
賞

‖
大
槻
夏
歩
(北
小
4
年
)

白
鳥
海
斗

(西
小
5
年
)

田
村
真
智
子
(北
小
6
年
)

◇
町
青
色
申
告
会
長
賞
11

高
野
つ
ぐ
み
(南
小
4
年
)

平
出
美
夏

(東
小
5
年
)

田
中
悠
佳

(南
小
6
年
)

【標
語
】

◇
伊
那
地
区
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
長
賞
▽
金
賞
ー

金
子
玲
那

(3
年
)

◇
伊
那
税
務
署
長
賞
▽
最

優
秀
ー
沢
井
真

(2
年
)

▽
優
秀
ー
川
村
竜
馬

(2

年
)

◇
上
伊
那
地
方
事
務
所
長

賞
ー
西
藤
智
咲

(2
年
)

◇
関
東
信
越
税
理
士
会
伊

那
支
部
長
賞
ー
戸
田
愛
美

(3
年
)

◇
箕
輪
町
長
賞
‖
中
村
翔

也

(2
年
)
◇
町
教
育
委

員
会
賞
ー
山
口
夕
貴

(2

年
)

◇
町
商
工
会
長
賞
11
鈴
島

大
貫

(2
年
)

◇
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
賞

11
日
中
萌
乃

(2
年
)

◇
伊
那
法
人
会
箕
輪
支
部

長
11
小
林
祥
史

(2
年
)

◇
町
青
色
申
告
会
長
賞
‖

大
槻
大
地

(2
年
)

万
が

一
そ
の
と
吉
に
、故
人
の
乙
と
を

大
切
な
方
々
に
お
宿
元
し
ま
す
。

お
く
や
み
広
告
を
ご
利
用
く
だ
古
い
。

● 葬 儀 通 知(18行 ・64×122mm)●会 葬御 礼(12行 ・64×61mm)
悲
し
い
お
知
ら
せ
を
御
遺
族
の
身
に
な
っ
て

お
伝
え
す
る
の
が
地
元
紙
の
務
め
で
す
。

□
口

口

口

口
儀
O
O
月
O
O
O
日
午
○

○
○
時
O
O
O
分
O
O
O
歳
を
も

っ
て
永
眠

致
し
ま
し
た

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
謹
ん
で
ご

通
知
申
し
上
げ
ま
す

追
っ
て
葬
儀
は
左
記
の
通
り
相
営
み
ま
す

記

一
、日
時

O
O
月
O
O
O
日
(O
)

午
後
○
時
よ
り

一
、場
所

O
O
市
O
O
区
O
O
町

○
○
○
○
○

御

会

葬

御

礼

亡

ロ
ロ

口
口

ロ
儀

葬
儀
の
際
は
遠
路
態
々

御
会
葬
下
さ
れ
且
つ
御
難
重
な
る
御
香
資
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
こ
に
紙
上
を
以
っ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

● 年 賀 欠 礼(8行 ・64×80mm)

亡
口
・口
口
口
口
(O
O
月
O
O
O
日
死
去
)

の
喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
失
礼
さ
せ
て

戴
き
ま
す
.

今
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し

ま
す
と
と
も
に
明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の

程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○

○

○

○

○
○
市
○
○
区
○
○
町

葬儀通知 ・会葬御礼 セ ッ ト 基本料金30,000円

◎ 掲載日の前日正午まで

基本料金10,000円

●葬儀通知

●会葬御礼の3回セット

●年賀欠礼

▼

37,000円
(基本行数 計34行)

■追加1行ごと1,000円

●郵送より費用や手間が

省けます。

●正確かつ迅速な掲載

●ご通知漏れが少ない

お
問

い
合

せ
・
申
し
込
み

は

伊
那
毎
日
新
聞
広
告
部

 宕
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昔
、
中
箕
輪
村

(現
、

箕
輪
町
)
に
金
原
長
者
と

富
田
長
者
の
二
人
が
、
お

た
が
い
に
そ
の
富
を
競
っ

て
い
た
。

金
原
長
者
は
そ
の
名
の

と
お
り
、
大
変
な
金
持
ち

で
、
三
つ
も
あ
る
大
蔵
か

ら
黄
金
が
は
み
出
し
て
し

ま
い
そ
う
な
ほ
ど
だ

っ

た
。
一
方
、富
田
長
者
も
、

そ
の
名
の
よ
う
に
、
た
く

391

あ
る
日
、
金
原
長
者
は

自
分
が
い
か
に
金
を
持
っ

て
い
る
か
を
村
人
に
知
ら

し
め
よ
う
と
、
家
の
前
の

道
に
、
黄
金
を
い
っ
ぱ
い

に
敷
き
つ
め
た
。
一
方
、

そ
れ
を
知
っ
た
富
田
長
者

も
、
「そ
れ
な
ら
」
と
い

　

ー

』

　

　　]

　零

善
行
11
幸
せ
、悪
行
11
不
幸
…
今
は

さ
ん
の
田
ん
ぼ
を
持
っ
て

い
て
、
収
穫
さ
れ
た
米
は

10
カ
所
に
も
あ
る
大
倉
庫

に
入
れ
て
も
、
ま
だ
入
り

き
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

二
人
は
、
自
分
こ
そ
村

一
番
の
金
持
ち
だ
と
言
っ

て
、
い
つ
も
に
ら
み
あ
っ

て
い
た
。

か

な

ぼ

ら

金
原
長
者

と

み

た

と

富
田
長
者

う
こ
と
で
、
家
の
前
の
道

に
白
米
を
ぎ

っ
し
り
敷
き

つ
め
た
。

「ど
う
だ
」
と
言
わ
ん

ば
か
り
に
、
ふ
ん
ぞ
り

返
っ
て
い
た
こ
人
だ
っ
た

が
、
そ
れ
を
見
た
村
人
た

ち
の
反
応
は
、
ま
る
で
冷

や
や
か
な
も
の
だ
っ
た
。

二
人
の
長
者
は
、
自
分

の
欲
の
た
め
ば
か
り
で
、

村
人
た
ち
の
こ
と
を
ま
っ

た
く
考
え
て
い
な
か
っ
た

、
乏肥

こ
と
を
反
省
し
て
、
そ
れ

か
ら
は
、
村
人
た
ち
の
た

め
に
財
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
二

人
の
長
者
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
地
区
全
体
が
ず
っ
と

栄
え
た
と
い
う
。

《
一
ロ
解
説
》

ま
っ
た
く
単
純
な
民
話

で
す
が
、
こ
れ
と
類
し
た

よ
う
な
話
は
実
は
全
国
的

に
は
、
最
も
お
お
く
伝

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
昔

は
、
「善
行
11
幸
せ
」
「悪

行
h
不
幸
」
と
信
じ
ら
れ

て
、
み
ん
な
善
行
を
し
よ

う
と
教
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
で
は
、
そ
ん
な
こ

と
す
ら
忘
れ
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
話
の
舞
台
と
な
っ

た
、
こ
の
地
区
は
、
今
で

は
、
黄
金
や
白
米
の
代
わ

り
に
、
古
代
の
そ
ば
と
言

わ
れ
て
い
る

「赤
そ
ば
」

の
ピ
ン
ク
の
花
が
、
秋
の

初
め
と
も
な
る
と
、
広
い

山
裾
い
っ
ぱ
い
に
見
事
に

咲
い
て
、
訪
れ
る
観
光
客

を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。

(信
州
豊
南
短
大
講
師
)

い
な
ま
い

咳

イ
陪

骨
の
量
が
、
加
齢
と
と
も
に
減
少
す
る
の
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

若
い
こ
ろ
の
骨
量
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

し
か
し
、
骨
董
が
減
っ
て
も
、
転
倒
や
事
故
が
な
け
れ
ば
、
そ
う

簡
単
に
骨
折
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
骨
の
量
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
が
、
骨
量
が
多
少
増
え
る
と
し
て
も
、
転
倒
し
て
骨
折
し
て
し

ま
え
ば
、
何
の
意
味
も
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
骨
董
を
維
持
す
る
こ
と
と
同
時
に

「転
倒
し
な
い

こ
と
」
。
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転
倒
予
防
体
操
②

山
岸
洋
子

←

体
み
が
き

・心
み
が
き

⑬

κ「詩 二

}ン.'

今
回
は
、
転
倒
予
防
に
は
欠
か
せ
な
い
バ
ラ
ン
ス

訓
練
法

"
つ
ぎ
足
歩
行
"
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

"
つ
ぎ
足

歩

行

"

簡
単
そ
う
に
見
え
て
、
な
か
な
か
難
し
い
体
操
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

†
】

ボ
デ
ィ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

ン
グ
A
級
指
導
士
、
J
B
P

が
指
導
士
、P
F
A
ピ
ラ
テ

、
米
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
イ

ク
タ
ー
と
し
て
、
サ
ン
ラ
イ

レ
ー
ナ
ー
、
ペ
ア
ー
レ
伊
那

民
館
・
学
校

・
企
業
な
ど
準

ず
幅
広
く
健
康
運
動
を
指
導

大
学
体
育
学
部
卒
。

上一 己、　、漂

、　
＼

・
　 ⑤〔司⑦⑧ 同 じよ うに、後 ろ向 きで も、つぎ 足歩行 を して み ま しょう

かか との後 ろに、つま先 が触れ るよ うに歩 いて み ま し ょう
「頑張ってる人のが んばらない体操」

伊那ケーブルテレビジョンで 日曜日を除く毎 日放映中

11月 ゴ ミ 収 集 カ レ ン ダ ー る。αA

本 日 15㈱ 16働 17出 18(日)収集日の午前8時まで

;::;一 ■ヨ`」、A」

伊i睡l
B、巳 涯

那;・_.、

麺_.1璽.嚇

市`ぽ'12　 き閑"

ぱ 嵯i×駒

ケ

根
璽 ・・

市 品 間 ・朋 下記場所

×
竜東地区東高遠、藤沢、長

藤(鍛冶村含む)、三義長谷

竜西地 区 西高

遠、河南、高遠南
× ×

上の原、上・下新臥 上牧、野

底、福島、東春近、西春近北

地区、西高遠、高遠南、河南

中央、富県、美篶西地区
御園、西町、西部

西 春 近 南 地 区
× ×

上の原 、上 ・下新 田、

上 牧 、野 底 、福 島 、

東春近、西春近北地区

日影 境、孤島、美原、若宮、

前原 仙美、美篶東、手長地

区、西高遠、高遠南、河南

山寺、坂下、荒井、西箕輪

地区、東高遠、藤沢、長藤

(鍛冶村含む)、三義、長谷

× ×

× × × × ×

西町、中央、日影、上の原 境、姫島、

上・下新田、富県、東高遠,三 義 × × × ×

●竜戴地区/中 央区、日影区、上の原区、境区 狐島区、上・下新田区、上牧区、野底区、福島区、美原区、若宮区、前原区、仙美区、富県地区、美篶(東・西)地区、手良地区、東春近地区

●竜西地区/御 園区、山寺区、坂下区、荒井区、西町区、西部地区、西箕輪地区、西春近(北・南)地区

●高遠地区/西 高遠 ①高砂・本町・仲町・霜町・袋町・新町・下町(馬場)、西高遠区 ②鉾持・常盤・諸町・宮本・番匠・旭町・東町・清水・横町・梅町・稲持・島畑・桜町・千年町・下町(馬

●長谷地区/① 美和区・伊那里区 場を除く)、河南・高遠南③多町・相生町・神明団地、東高遠、藤沢、長藤、三義

月 ・ 木 曜 日

コ ー ス

火 ・ 金 曜 日

コ ー ス
× ×

熱 ・ ・r圏 水 曜 日

輻 想 コ ー ス

木 曜 日
コ ー ス

金 曜 日
コ ー ス

× ×

曇蘂II磯 町三区(中央)
一

× × × 永 見 山、南 入

× × × ×

●武道館蘭●藤沢理容さん柏●高砂会館●7町内集会所●13町内集会所●銀座玉屋西●駅北駐車場●やまびこ荘●北の原集落センター●赤穂公民館●三和森●ふじやま公■●古漬区体操場●永見山生活改善センター●下摺笛箇所●中割脇識所

●中割第蝶会所(偶数月のみ}●上歯生活改善センター●中曽倉第1生活センター前●本着金資源物集積所●原第1生活センター前●伊那耕地営農組合格納庫横●栗林集落センター●火山分館●上塩田広場●箱畳(下塩田)集会所●大久保火の見

本
紙
の
購
読
・購
入
の
お
申
し
込
み
は
最
寄
り
の
新
聞
販
売
店
へ
縛
別
間
牡
曜

ほ

伊那毎日新聞に
長期連■された 『上伊那・輝く1経営者』の単行本

θ⑤o目 面面臼団
中 小 企 業 も 、大 企 業 に 負 け な い

質 を 持 ち ま しょう!

会社の目的は人間のためになること。そのた
めに、社員も技術も大企業に負けない質を持
つことが必要です。この本に紹介された信州・

伊那谷の中小企業経営者は、皆さんそのこと
を目指 しており、伊那谷だけでなく、全国各
地の産業振興のためのヒントを与えてくれ
ることと思います.毎日、一生懸命に汗を流
して働 く、経営者・従業員の皆さんにこの本
を薦めます。

大明化学工業株式会社前会長 池上房男

2003年4月 か ら2年間にわた り、伊那毎 日新聞に連載した特

大企画、「上伊那・輝 く!経 営者」がついに単行本にな りました。

その名も「信州伊那谷か らの挑戦」。上伊那の元気でユニークな

中小企業90余 社・約100人 の経営者にスポ ットをあて、その優

れた技術や、経営の秘訣を聞き出した地域企業の経営 ドキュメ

ン ト。上伊那の産業経済界で初めて、産・学・官・報(報道)が力を

合わせて、地場産業の交流と振興に挑戦 した一大キャンペーン

の総集編です。

初めて知る地元中小企業の活躍。目を見張る技術 とアイデア。

中小企業経営のヒントが満載。企業経営だけでなく、地域発見、

学校教育などにも最適です。

■A4判 ■290頁 ■オ ール カラー ■定価:3,150円(税 込)

■発行:伊 那毎 日新聞社 伊那市伊那3648番 地

電言舌0265-72-4101FAXO265-77-1950

侃 ㎞:〃i㎜acomE－ 画hfo@輌c㎝
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燗 κ ・-1剖 雇Hκ超 詔
団 因15.00漢 詩◇05人 生 ◇30俳 句

6.00中 国語 ◇ 体 操 ◇ 英 語塾

趨 』謂
5.00国 良 品工 房 シ ョ ノブ

5.30み の もん た朝 ズ ハ ノ1

N因 み の さん が ニ ュー

ス を斬 る ・朝刊 に大 庄

目 ・ス ポ ー ツに感 動 ・・

▽ 超大 型 ボー ドシ ョー

総 合司 会 ・み の もん た

8.30園 は な ま るマ ー ケ ノ ト

○得 生 活 情 報 と くま る

▽ 豪華 ゲス ト生 トー ク

　

6

幽S」 ほ』唖1
4.56テ レ シ ョ ノ ブ3.55[副 因◇ お は4

5.25[ヨ め ざ ま し テ レ ヒN因 　

▽ 最 新 ニ ュ ー ス&芸 能

極 端 蹴 恒加 」ほ』翻訳

7 ▽NY見 る食べる遊ぶ
▽調べて納得 ・学習帳

団◇ 楽 園

5.20ズ ー ム イ ンSUPER
▽ 特 集 ・メ タ ボ撃 退法

▽厳 麟 ・田村 貧 乏体 験

▽ 氷 川 ラ イ ブ祝1000回 一　 　 　一　

00
一伊 藤

琉球 の風 　

lL55〔S今 田 ハ ウ シ ング 〃圃`55国 とれ た てJoho

5.15箇 日◇20買 い 物◇50N

6.00や じう まプ ラスN因

▽ 名物 コ メン テー ター

が 旬 な話 題 を一 刀両 断

▽ 朝刊 紙 面 を一網 打 尽

4.30お は よ う 日本

▽ ニ ュ ース▽ 気 象情 報

▽ ス ポ ー ツ▽NY円 株

▽ 列 島 ニ ュー ス▽ 中継

▽Z30団 ▽ 中 継▽ 特 集1

▽ リポ ー ト▽ コラ ム1も、

8.75圏[萄[ヨ ち りとて ち ん1

30N◇35[… ヨ生マ舌ほ っ と

内 多勝 康

黒111苛め ぐみ

9.30国 き ょ うの 料 理 プ ラ ス

00国 わ んパ ー ク か らた▽

75ハ ー デ ィー▽25絵 本
▽ えい ご▽45ぜ ん ま い

▽ ク イ ン▽8.00日 本 語

▽ ピ タコ ラ▽75ば あ っ

▽ アニ メ▽35お 母 さん

00團 道 徳 圃◇75自 然 遊 ぼ 圃

30圏 團 さわ や か3組 圃

45国 み て ハ ノス ル圃9.55国 大好 き!ろ くち ゃ ん

8

9

00と くダネ!衝 撃事件
&芸 能情報満載▽政治

経済を解説&話 題検証
▽海外スターの⑧ネタ

小倉智昭 笠井信輔ほか
9.55国ハピふる1女 性の

マインド直撃 ・新企画

▽イケメン料理&天 気
▽コレって私だけ9▽

高樹沙耶㌦◇国暮らし`

ス ー パ ー モ ーニ ン グ

加 藤 浩次&テ リ 朝 か らオ キ テや ぶ りの

が 気 にな るニ ュー ス の 本 格 ニ ュ ース シ ョー ・

疑 問 解消 一・▽ ア ノ人や 圧倒 的取 材 力 で 毎 日が

こ ん な ヒ トまで 生 出演 総 力 大特 集 の連 発 で す

9.55[到ふ る さ とCM大 賞

00画 因◇05圏 圏 知 る楽 選00園 小5理 科 ◇75小6理 科

30国 国趣 味 悠 々選30国 ピ タ ゴ ラス イ ノチ

55圏 シ リース 世 界 遺 産10045国 国 国語 ツ ボ5・6年 圃　

一　 　-

00レ デ ィス4

45国HOT情 報

50園 生 き物 だ ちのSOS～

共 に生 きる環 境づ く り

1120焼 き さば と 白菜蒸 し煮

30国 国 ピ ンポ ン[N因 ▽

今 が 見 え る劇 場型 情 報

エ ン ターテ イ ンメ ン ト

福 沢朗 木村 郁美 ㌦　一　 　 　

00国国愛のうた1「 紅葉が
届けた愛」雛形あきこ

30團[固熱血ニセ家族 一ー一　
002時 っ チ ャ ォ1

恵 俊彰 久 保 田智 子

54テ レヒシ ョ ノピ ング

10
　 100テ レショノブ

130国逃亡者おりん 「母子
、

涙の仇討ち1鈴 鹿篇」
青山倫子 榎木孝明㌦

■125ス クランブル 深読み
活字ナビ様々な記事の

裏側 を総力チェノク▽
詳報 ・列島凶悪事件▽
注目の出来事追跡▽N

7.05園上沼◇園圃徹子 大
人気指揮者ゲルキエフ

00N因 ◇05翻 熱 中時 間圃

20園 團器 ・夢 工房

30み ん なの ス タシ オ◇ 因

　 　 　　　　

00園 圃 しらべ て ゴー!圃

75函 にん げ ん 日本 史 圃

3010mln圃 カ ー ド{㌔
11 7130圏 團Nス ピー ク

奥 寺 健 島 田彩 夏

00国 ス ノキ リ 〃

9.55團 遠 くへ 圃1

薫 る熊本 ・心 の 故郷 へ

7α25は ぴね す く らぶ

「お 買 い物 情 報」

7120情 報◇25團 消 費 者情 報`

30園 圃◇45テ レ◇ ドク ター

55[固お もい ノき りイ イ 川

テ レビ 「笑 って そ の後

タ メ にな る」 健康 美 容

の 大 先生 ▽ ラ ンチ 中継

▽ 究 極 デパ 地 下 グ ル メ

▽何 の 日▽ 小 泉 孝太 郎

芸 能 人 宅 ⑱風 呂大特 集1

00国100語 ス ター ト英 会 話

70国 ハ ー トで感 じる英 語 塾

30團 国趣 味 似 顔 絵 塾 圃◇ 歌
0

00笑 っていいとも
爆笑問題 柴田理恵
石原良純 南野陽子㌦　一一 　　

00国国ごきげん 超ケチな
演歌歌手が▽堀内孝雄

30團[固同憂の迷宮一 　　
00国 国体 操 の 時 間。

051Qサ ブ リ圃 女 子 ア

00園 団◇20[iヨふ る さ と一番

「冬 支 度 新 潟朝 日村 」

45囲 囲[ヨち りとて ち ん 圃

00団 ◇05国 ス タシ オパ ー

ク 「桂 三 枝 ・番 組 中 に

落 語 を創 作 」武 内陶 子

　

　

00圏NHK手 話 ニ ュ ー ス

05闇 困 き ょ うの 健 康 圃

20圏 福祉 ネ ノ ト圃◇55名 曲`
1

　 　

00N◇05元 気 列 島

▽ ぐる っ とニ ュ ー ス▽

ニ ュ ース ピ ノクア ノブ ーー一　　一　一 一　 　　

00N因
72闇闇大相撲九州場所

　

　 　 　 　 一 　 　 -

00團 国 き ょ うの料 理 圃

えび フラ イ◇ ビギ ナ ー

30圏 お しゃれ工 房 圃◇55得

1

一
2

100[固 相 棒i圏1つ いて な い

1今 夜7時 は超 美 食SPナ制 服SP間 違 い探 し2
.55闇 闇 働 きマ ン圃　

「仕 事 に誇 りを持 て ま

す か9」 菅 野 美穂 ほか

3.50ゆ うが たGet!

　
00国高校理科総合
30圖高校地理

「朝鮮半島」高橋宏一一

00團国渡る世間は鬼ばかり

圃 泉 ピン子 角野卓
造 赤木春恵ほか◇54N

3
00お じ ょマ マP光 浦 と

カバ ち ゃん ⑱怒 り暴露

30團 ブ ル ー ドラゴ ン　「4日 目」

▽ 新 十 両 紹 介 ・磋 牙 司

正 面 解 説 花 籠

芝 田 山

向正 面 解 説 ・中立
～福 岡 国 際 セ ン タ　

(中断4.02、5.00N)

一

〇〇国 わ んパ ー ク ば あ っ▽

75ア ニ メ▽20お 母 さん

い っ し ょ▽ つ くっ て▽

にほ ん ご▽5.00か らた

▽ え い ご▽30ぜ ん ま い

▽40ミ ミカ▽50ク イ ン
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00[固ワ ー ル ドカ ノブハ レー

▽ 鳥 人キ ュ ーハ と激突

53画 図ス ーパ ー ニ ュー ス

▽ 全 国N日 々の ニ ュ
ース の 本 質 を徹底 取材

・検 証 … 安 藤優 子 ほか

▽6.77長 野N

キ ャス ター ・早 川 英治

菰 田敦 子

安 藤 優 子 与　

女」水谷豊 寺脇康文

鈴木杏樹㌦◇55N-　
00国 お と り捜 査 官 ・北 見志

穂 、 深夜 の首 都 高速 で

バ ラバ ラ連 続 殺 人!圃

1▽ 今 日の特 集 松 下 由樹 蟹 江敬 三　 ▽ 料 理 コー ナ ー 　 坂 上 忍 結 城 しの ぶ ㌦

▽ 突 撃GET情 報4.54園 圃Jチ ャン

▽ ミニ コー ナー 　 ▽ 全 国 の ニ ュ ース

▽ ニ ュー ス ▽ ス ポ ー ツ

5.50團 団 リア ル タ イム ▽ 因

6.16団TSB報 道 ケ ンバ6.77国abnス テ ー シ ョ ン

気 に なる ミ今 ミ を速報 　 ▽ 県 内 の ニ ュ ース

▽ 生 活情 報

◇55国 料 理

00団 ◇70イ ブ ニ ング信 州00圏 團 ア ニ メ ・お じゃる丸6.16団 キ ャ ソチ!

▽ ニ ュ ース10團 アニ メ忍 た ま乱 太郎 圃

▽ ス ポ ー ツ20国 天 て れMAX

▽ 気 象 情 報 ほか 安 田大 サ ー カス 辱

00水 戸黄門圃 父子で競
う献上木曽塗 ・奈良井

54国キャノチ!信 州の情
報をまるごとキャノチ
・総合司会は小林夏樹
・牛山美耶子▽全国N

信州の

含雲霞:㌶ ζ
55囲 水 トク1

史 上最 強 の 人 間 ド ノク

ザ ・快 傑 ドク ター9〃

芸 能 人 の寿 命ぜ 一 んぶ

大 宣告SP史 上 最 悪

の 血 液 ・肺 に2セ ンチ

の 穴 ・ア ル コー ル漬 け

の肝 臓 一あ の俳 優 の 命

に 深刻 す ぎる 診断 が ・

お 笑 い コ ン ヒが揃 って

抱 え て いた心 の問 題 と

は?死 の病 続 出 ・ウ ノ

チ ャ ンナ ンチ ャ ン◇ 圓

5

6
-

7

8

-

00圏明石家さんちゃんねる
さんま訪問企画…名門

欝欝離§爆9鴇 ×載;㍊ プ
小島よしお乱入に熱狂 川合俊一 中田久美ほか

54N因_▽ 北京五輪へ最終決戦

叢呈遠 離 羅象10
の ス ゴ イ一 家 っ て何 者(最 大 延長7孔09、 以降

54筑 紫 哲 也NEWS23_繰 り下 げ)◇7α54国 目

今 日の 特 集▽ ス ポ ー ツ00圏 團 グー タ ン

膳 場 貴 子 ㌦◇ よ る コ レ30ニ ュ ースJAPAN

;耀 欝 ㌍ 現代美11。.45認9憩1↓ ア
術家柿崎順一◇HOT7.75国 壊れた家族DV被 害

瀦 ㌫ 菖嘘 聲 羅1:鵬 豊肥,(3.70)

1▽ 県 内 の
ニ ュ ース

▽ 天 気予 報
　 　

00園 口NHKニ ュー ス7

▽ 日本 と世 界 の き ょう

▽ ニ ュ ース の背 景 ほか

30国 ク ロ ーズ ア ノブ現 代

キ ャス ター ・国谷 裕 子

◇58因一ーー一 　一　

00国 探 査 機 ミか くや ミ 月の

謎 に迫 る～ 史 上初1月

か らの ハ イ ビシ ョン映

像 ～ 稲 垣 吾 郎

真 鍋 か を り 市 川森 一

45ニ ュ ース 信 州845

一
〇〇国地球 ドラマチ ノク

50年後の未来①医療▽
自分の細胞て臓器再生
▽超精密バーチャル手

術▽保険の未来は　

150[国 こ とば◇55ろ クス ク1
00国 国福 祉 ネ ノ ト

「な る ほ ど ・な っ と く

介護 」

30園 圃 き ょ うの 健康

「網 膜 は く離 の 治療 」

45圏 手 話 ニ ュ ース845-一

　
00国国クイズヘキサゴンn　 00園圃今田ハウシング〃超

爆笑おバカ私生活告白
両替 したら大金持ち ウ

車を忘れて帰宅する男
▽新キャラ登場で混乱

57国はねるの トびら 回転一
スシ優香のダメ出 しに

塚地マシギレの結末?
ジヤニーズ新アイドル

短縮言葉ゲーム挑戦で
悲 しい事件▽間違えず
名作を朗読◇闇闇N因

美食2時 間スペシャル
▽ハワイK夫 妻豪邸へ

巨大プール庭がピーチ
今田&次 課長&早 見優i
－泊して豚丸焼き堪能

▽京都サスペンス御殿
　 美人女優Y宅 は元旅館

&究 極鍋の中身とは?
▽大物P宅 の改装祝い

天然タイ&徳 井が女装

8.54N目　　　　一ー一
〇〇国 国2007ワ ー ル ドカ ノブ 　00園 ザ1世 界仰 天 ニ ュ ー ス1

バ レーボ ー ル ・女 子1紅 白司 会決 定 ・・超 巨漢`

SP▽ 大 食 い妻 ヤ セ た

挫 折 な し?の 減量 法▽ 　

満 腹 カプ セ ルで 減量 ▽

ギ ャ ル曽根 ◇54固 目 　
　　 　 　一

運 命 の3連 戦 が 始 まる00圏 園 圃働 きマ ン 「つ い に

柳 本 ジ ャパ ンが 驚 異 の … 恋 と仕 事 の 危機 〃」

鳥人 軍 団 と注 目大 一番 菅 野 美穂 速水 もこみ

奇 跡 を起 こせ 全 日本… ち 平 山あ や 吉 沢 悠

伊武 雅 刀 沢村 一 樹

54NZERO

キ ャス ター ・村 尾 信 尚

小 林麻 央 鈴 江 奈 々

7158闇 闇KAT-TUN

O.29国 タ カ トシ 「もっ煮 」

0.59国 プ リ ンス◇ ホ レゆ け

7.59圖 シ ョ ノブマ ニ フ ィカ

2.29国 天気 最 終 版(2.34)

　　

1

　　一　一

詳 しくわか りやす く
▽関心の高いテーマ
▽速報スポーツ

▽気象情報臨

00園 圃 ニ ユ ース ウオ ノチ9100團 国 き ょ うの 料 理
　 失敗 な し ・美 味 オ ム ラ▽ き ょうの ニ ュ ー ス を

イス◇25園 圃 ヒギ ナ ー

30闇 闇 お しゃれ 工 房 お歳

暮 は感 謝 の 心 を贈 る マ

ナ ー◇55園 圃 楽 々体 操

　

　　　一一
離婚告白

1

00国 国

06国 国 サ ノ カーAFCチ ャ

ン ピ オ ンズ リ ー グ2007

決勝 「浦和 レ ノス ×セ
パ ハ ン」 川平 慈 英

松 木安 太 郎 川 添 孝一

福 田 正博 ～埼 玉 ス タジ

アム2002▽ 遂 に悲 願 の

ア ジア制 覇 へ 最終 決戦

史 上 初 の快 挙 へ 闘莉 王

田中達 ら魂 の 戦士 達 に

最 後 まで心 か ら声援 を

(最大延 長9.54ま で 、

以 降 休止 ・変 更 あ り)

9.30国 国 囲相 棒

「TAXI」

水 谷豊 寺 脇 康文

遠 山 景織 子 鈴木 砂 羽

高樹 沙耶 六 角精 児

1α24国国報 道 ス テー シ ョ ン

▽ き ょ うのニ ュー ス

▽ き ょ うのス ポー ツ

▽ き ょ うの特 集

▽ き ょ うの 円 相場

▽ あす の天 気 ㌦

キ ャス ター古 舘伊 知 郎

lt40回 国◇45團Q雑 学 王

0.40国Dコ レ◇45堂 本 剛

2.30買 い物 ◇3.25買 い物

3.55国 国(4.00終 了)

金魚す くい」井上悠史一　　一一 　
00園 圃SONGS

30ニ ュ ース&ス ポ ー ツ

0.70中 国鉄 道◇ さんぷ ん丸

0.35團 圖 花 屋 ひ な げ し

LO5圏Nス ペ 圃◇2.00相 撲

2.25世 界 遺 産 圃◇3.70器 夢

3.20胸 き ゅん◇ 映像 ◇ 相撲

00團 国 その 時 歴 史 が動 い た100圏 團趣 味 ・似 顔 絵塾00闇 闇 ハ リバ リハ リュ ー

▽ 国際 連 合 加盟 一重 光1「 顔 の特 徴 を と らえ よ じい様 は総理 大 臣一

葵 ・日本 か ら世 界へ の う」 小 河 原 智 子

メ ノセ ー ジ 明石 康25劇 人 生 の歩 き方 「玄 侑 宗

45国 国 熱 中時 間 「究極 ワザ 久 ・苦 悩 の 末 の 出 家」

50ネ 見点 ・論 点 　

00国100語 ス ター ト英 会 話1

70国 き ょ うか ら英 会話 圃

130国 フ ラ ンス語 会 話◇ 語 楽

0.00国 ドイ ツ語 会 話

0.30数 学1圃 ◇7.00世 界史

7.30地 学 圃◇2.00理 科 総 合

2.30国 高校 地 理 圃(3.02)

　　
1

お
1

l

Il.15車 の ツ ホ ◇ オ ン チ ュ ー
　

塵77躍鰹
5.00お は よ う 日本N因

7.30團 團 ち りとて ち ん

7.45園 都 の風 圃

8.00国 街 道 て くて く旅

第3局 ・2日 目

7α00回チ ャ リエ ン圃

7α55圃ク ラ シ ノ ク倶 楽 部

7154因 ◇57[固HVガ イ ド17.00團N◇30圏 ち り とて 圃

0.00園 圃◇75国 お か あ さ ん17.45国 蔵 出 し ・桂 米 朝 劇場

0.35山 ね ず み ロ ノキ ー`8.32国 クロー ズ ァ ノブ現代

17.00国 中国 鉄 道大 紀 行9.00映 画 「小 さな恋 の メ

1.10国 大 相 撲 九 州場 所

「4日 目」 二十 山

花 籠 芝 田 山 中立

;:鵬繊 躍 呈£Si翻 亘墜あξそ
副音声は英語放送)

園3.12か らは文字多重
6.00国将棋竜王戦◇ぴあの

ロデ ィ」 マ ー ク ・レ

ス ター 辱(字 幕)

7100園 ロデ ス パ3◇50BS

O.00国 最 新 ポ ノブ

0.40国 将 棋 ダ イジ ェス ト

0.55国 国遙 か な る大 地 へ

3.20團 囲言果夕日受業◇50[国魂

4.00團 学 校 ◇ 自然 い ざ ない

但s7昂 鰹.!
5.00団 ◇75[⊃ ワー ル ドNLOON◇75BS列 島N

6.00団 ◇75お は よ う世 界

眠 れ る ニ ュー ス の発

掘 バ レ リー ナ上 野 水

香 ▽ 各国N㌦ 高 橋

弘 行 ㌦◇Nシ ャワー

9.00N◇70SL◇35米N

7α00N◇10国 子 ど もが ほ

しい ③ 圃 体外 受 精

ll.00団 ◇75米N◇25株 式7.00N◇75固NBA・ バ

0.00団 ◇75⊆ 】ワー ル ド団 ス ケ ノ ト 「レイ カ ー

イギ リス 仏 ロ シ ア米1ズ ×ス パ ー ズ」

2.00N◇15回 米PBSN

3.00団 ◇15回 米CNNN

3.25国 東 京 マ ー ケ ソ ト情 報

4.00団 ◇15国 米ABCN

4.35ABCNシ ャワ ー

4.40ア ジ ア ク ロス ロ ー ド

5.58国 海洋 情 報

6.00N◇75街 角◇ ア シ ア

9.00N◇10ロ ヒマ ラヤ

7α00N◇75き ょ うの世 界
11L40経 済最 前線

0.00団 ◇70国 サ ソカ ー

「浦 和 レノズ × セパ
ハ ン」(録 画)

2.00N◇70圏USス ポ圃

3.00団 ◇75ア シ アN◇N

4.75団 トウデー◇ ア シ ァ

一 ー ー ーー 一.『 300/00求 婚事務所 第七章#2/30ア ルティメノトクラブ　45メ ンデレーエ フの奇 妙な 棚

(圃9:00)

6.00団 ・ほ っと、タイム/ぐ る～ っと

/30ハ ロ ーち び っ こ① 圃

(圃10/00)

500CS番 組案 内

、30行 政 番 組

「い い じ ま未 来 飛 行」

(圓19:00・21:00)

6/00団 ・ほ っ とタ イム/番 組 案 内
　30行 政 番 組

「チ ャンネ ル なか が わ」

(圃20:00・22:00)

11　 00CEK団 ・ほ っ とタ イム

■ 口■=■罐`1削 ■彪防■-1り ■ 1

【午 後8.00か ら全番

組 を図 で 放 送 】

8.00圏 趣 味 ・パ ソコ ン圃

8.25囲 人物 伝 圃◇50英 会 話

9.00留 学 英 語◇ ハ ング ル

9.45語 楽 紀 行◇ ロ シ ア語

7α75TOKYOEYE

lα45NHKNEWSL

INE(7LOO終 了)

■

650が んば らない体操

7/001CTケ ーブル団

20が んば らない体操

/30上 伊那ふるさと便 り

800英 会話チ ャンネル

900ふ るさと便り◇30健 康◇45通 販

1000特 捜班CI☆5

1100健 康生活倶楽部

0、00ふ るさと便り◇30ラ ン☆ ぐる

50が んば らない体操

100健 康生活倶楽部

30ア ビバパ ソコン講座
▽あん しんワー ド⑦

200ミ ステ リシアタ ー

▽ラス トキングダムn

500英 会話チ ャンネル

6001CTケ ーブル団◇20体 操

Dolngス ポ ーツ

▽BMXチ ーム

アク ト ザ フール

7　 301CT団 ◇50が んば らない体操

8　 00お 話こんにちは

15自 慢の味▽蜂の子②

/30ア ビバパ ソコン講座

9/00団 ◇20ラ ン☆ぐる◇40お 話

1000Dolngス ポ ーツ

1]001CT団 ◇20体 操◇30英 会話

000MJTV

200信 毎文字ニ ュース

1　 00ブ ロードキ ャス ト・ニ ュース

3　 30ベ ギ ー・ス ーの 結婚

5　 30イ ンフォメーション

6　 00シ ネ マ ★タ ク シ ー#16

40ベ テ ィ ・サ イ ズモ ア

9　 007月4日 に 生 れ て

11　 45ト ーマ ス ・クラウン ・ア フェア ー

2/00プ ラ ス ・プ レス

/45パ ラ ダ イ ス ・ア レイ

6、40学 校の窓
「秋の自然 に親 しもう」

新山小学校

300ひ と息吐息3時 です

地上デ ジタル放送 略記号

回地上デジタル独自編成
図図⑬ 標準画質放送123チャンネル
囲 データ放送

図 双方向サービス
㊥ マルチビュー
圃 サラウンドステレオ
回Bモ ードステレオ

.

1
400ド ン・キホーテ～ラ・マンチャの男～

6■5嵐 の季節

8/30El#597

900愛 と哀しみの旅路

1130イ ンフォメーション

一 一 一

5/00madeln☆ 秋葉 原

、15世 界 の科 学 館 シ カゴ
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紙
教
室
④

◇
小
中
学
校
▼
伊
那
小

児
童
会
▼
伊
那
北
小

避

難
訓
練
、
な
か
よ
し
交
流

集
会
、
5
年
体
姿
検
査
▼

富
県
小

な
か
よ
し
集

会
、
も
み
じ
給
食
▼
新
山

小

参
観
日
▼
美
篶
小

児
童
会
▼
西
春
近
北
小

授
業
参
観
日
▼
高
遠
北
小

家
」

17
日

午

後
7
時

～
、
18
日
午
後
3
時
半
～

南
箕
輪
村
民
セ
ン
タ

ー

ポ

ー

ル
。
前

売
5
0
0

円
、
当
日
7
0
0
円
。
問

い
合
わ
せ
ば
同
劇
団
宕
0

8
0

・
3
5
0
8

・
1
8

00
1◆

第
16
回
伊
那
能

18

日
午
後
1
時
～
伊
那
市
の

県
伊
那
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
。
能

「清

経
」
「船

弁

慶
」
、
狂
言

「萩
大
名
」
。

観
世
流

・
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者

・
坂
井
音
量
師

ほ
か
30
人
。
能
と
狂
言
鑑

賞
講
座
は

午
前
11
時
か

ら
。装
束
、能
面
の
展
示
、

もも

み
や
の
は
ら
祭
り
▼
伊

那
中

3
年
歯
科
検
診
▼

東
部
中

2
年
職
場
体
験

学
習
▼
長
谷
中

1
年
体

重
測
定

〈
駒
ケ
根
市
〉

◇
市
▼
J
I
C
A
青
年
研

修
事
業
表
敬
訪
問

(午
前

9
時
30
分
、
市
役
所
)

◇
学
校
▼
赤
穂
小

全
校

ふ
れ
あ
い
の
日
▼
赤
穂
南

小

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
中
沢
小

マ
ラ
ソ
ン
大

会
▼
東
伊
那
小

低
学
年

体
重
測
定
▼
東
中

ダ
イ

コ
ン
収
穫

〈箕
輪
町
〉

◇
町
▼
町
長
談
話
室

◇
学
校

・
保
育
園
▼
2
種

混
合

(中
部
小
6
の
ー

・
能
楽
関
連
書
籍
販
売
、
抹

茶
席
も
あ
る
。
葵
席
1
万

円
、
S
S
席
8
千
円
、
S

席
6
千

円
、
A
席
3
千

円
。
当
日
券
は
各
千
円
増

し
。
家
族

・
親
子
券
は
S

席
2
枚
で
1
万
円

(
当
日

券
1
万
2
千

円
)
、
A
席

2
枚
で
4
千
円

(当
日
券

6
千
円
)
。
家
族

・
親
子

券
は
同
館
と
ア
ド

・
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
伊
那
本
社
の

遷
都
中
央
短
歌
会
⑤

さ
る
す
べ
り
諦
め
い
し
が
狭
庭
辺
に
律
儀
に
咲
き
ぬ
純
な
白
さ
に

宮
嶋

次
郎

「団
塊
」を
生
む
こ
と
な
ど
は
つ
ゆ
知
ら
ず
父
の
ア
ル
バ
ム
の
兵
隊
の
顔

向
山

文
昭

覚
え
初
め
風
林
火
山
奉
納
し
北
信
濃
路
の
秋
バ
ス
の
旅

田
畑
有
美
子

よ
う
や
く
に
暑
さ
去
り
に
し
森
の
樹
の
か
げ
に
緋
色
の
壱
師
は
咲
け
り

ト
昊

攻

ガ

イ

ド

み
で
扱
う
。
問
い
合
わ
せ

ば
ア
ド

・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

伊
那
能
係
宕
0
1
2
0

・

0
2
6
5

・
76
、
同
館
岩

3

.
8
8
2
2

7
伊
那
旭
座
1

宕
72
・2
1
8
8

〈続

・
昭
和
映
画
祭
>

A

L

W

A

Y

S

続
・三
丁
目
の
夕
日

伊
那
旭
座
2

宕
72
・2
2
9

8
(直
)

木

村
拓
哉

H

E

R

O

上
映
時
間
は
劇
場
へ
問
い
合
わ
せ
を

2
男
)
▼
修
学
旅
行

(北

小
)
▼
来
入
児
検
診

(
西

小
)
▼
リ
ン
ゴ
狩
り

(長

岡
保
育
園
)
▼
運
動
あ
そ

び

(木
下
南

・
松
島
保
育

園
)
▼
歯
科
検
診

(長
田

保
育
園
)

〈
飯
島
町
〉

◇
町
▼
天
竜
川
砂
防
講
演

会
(午
後
1
時
、文
化
館
)

〈
南
箕
輪
村
〉

◇
学
校
・
保
育
園
▼
運
動

あ
そ
び

(西
部
保
育
園
)

▼
焼
い
も
大
会

(中
部
保

育
園
)〈中

川
村
〉

◇
村
▼
教
育
懇
談
会

(中

中
)

◇
学
校
▼
西
小
・
来
入
児

検
査
、
全
校
集
会

一 〇 ベ ス ト10ニ シザワB。。ks&Cafeいなっせ ○_一 11/11

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

求 めない
(加島祥造)小 学館

女性 の品格
(坂東真理子)PHP研 究所

ホーム レス中学生

(田村 裕)ワ ニブ ックス

君 空
(美嘉)ス タ ーツ出版

レバ レッジ勉強法

(本田直之)大 和書房

[日30分 」を続けなさい!人 生勝利の勉強法55
(古市幸雄)マ ガジンハ ウス

頭 がいい人 の敬語 の使 い方
(本郷陽二)日 本文芸社

御社の トヨ タ生産方式はなぜ、 うまくいかないのか?
(若井吉樹)技 術評論社

K
(momo)ス タ ーツ出版

老 い力
(佐藤愛子)海 竜社
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PHONE.(0265)73・8001
PART-1伊 那市旭町1897

PHONE.(0265)72・6467
サンリッツひびき 伊那市入船3325

PHONE.(0265)72・2412

繧逢 .ノ

霊鑑

知 って いますか 、美しい髪は健康な頭皮から生まれます。

『ケ ラス タ ー ゼ 』で
鱗 最高のリラクゼーションをお楽しみくださいませ…!!

11‖

・
輌

 量
嚢 疾
諺 ノ・辞 き2

:
口

写

』

*カ ット&パ ーマ*

婚 礼 ・着 付

美容室みぞ ぐち
専用駐車場あります.

伊那市旭町(長野銀行前)TEL(0265)72・3776

 

晧
…の
助

…今

ましょう!)手入れで長持ちさ・
総合リフォームセンタ

曇嘩 囎装

 

日

建
外
営

建
囎

塗装工事・防水工事(見 積無 料)

1、株式会社チ カ Ψ ガ
伊那市西春近2426-2岱72-3528

 

だ

守
お気軽〔

〈要審査

 

是
響

◇事業資金◇運転資金◇教育資金

◇生活資金◇レジャー資金◇借換資金

◇不動産売買◇不動産賃貸◇手形割引
貸金業登録番号長野県知事⑧第50号 宅建業免許番号長野県知事⑤第3868号
長野金槌承認12-064長 野県信用情報センター金貝

蘂

7
徹 也

 

2

者
者
者

2

任
任
任

㍊
露
橋

●実質年率/18%以 下 ● こ
回内)元利均等払(ボ ーナ

類/登 記簿謄本、公図他 ●
個人 を問わず、抵当順位オ
率/20%● 登記費用、印糸

細説 明はご融資時 に
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聞新目辛辣伊

循環バス改善案を協議5警 吏美響 匡

来月10日の運行から変更

飯
島
町
生
活
交

=

「

 通
確
保
対
策
協
議

会
が
12
日
夜
、
約

20
人
が
出
席
し
、
役
場
で

開
か
れ
、
「病
院
便
と
地

域
便

(町
内
循
環
)
利
用

の
充
実
」
を
柱
に
、
3
台

で
月
～
金
曜
日
に
定
期
定

路
線
運
行
す
る
改
善
案
を

協
議
、
来
月
10
日
の
運
行

か
ら
変
更
す
る
こ
と
を
決

め
た
11
写
真
。

飯
島
町
の
循
環
バ
ス
は

7
月
16
日
試
行
開
始
以

.二 閻L癩 頂 、∴

蕊麹
来
、
1
日
当
た
り
20

・
9

人
と
利
用
者
が
少
な
く
、

同
協
議
会
を
中
心
に
、
住

民
の
意
見
や
要
望
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
、
見
直
し
を
検
討
し

て
き
た
。

主
な
改
善
点
は
▽
病
院

便

は
1
日
4
往

復
、
午

前
、
午
後
各
2
往
復
、
1

往
復
の
所
要
時
間
は
1
時

間
30
分
～
45
分
▽
七

久

保
、
本
郷
地
区
は
病
院
便

で
地
域
便
を
兼
ね
る

(道

の
駅
か
ら
七
久
保
地
区
、

本
郷
地
区
を
循
環
し
、
飯

島
地
区
か
ら
病
院
に
直

行
、
病
院
か
ら
の
帰
り
も

本
郷
、
七
久
保
地
区
を
循

環
し
、
道
の
駅
に
戻
る
)

▽
ス
タ
ー
ト
は
七
久
保
の

道
の
駅
と
し
、
駅
な
ど
主

要
施
設
を
経
路
に
い
れ
、

J
R
と
連
携
し
、
飯
島

・

田
切
循
環
バ
ス
と
接
続
す

る
ー
と
し
た
。

町
内
循
環
バ
ス
は
2
台

使
用
し
、
国
道
を
境
界

に
、
飯
島
西
、飯
島
東
ル
ー

ト
と
す
る
▽
発
着
所
は
J

R
飯
島
駅
と
し
、
J
R
と

の
連
携
を
図
る
▽
各
コ
ー

ス
起
点
と
主
要
施
設
を
中

心
に
8
の
字
運
行
で
逆
回

り
を
取
り
入
れ
、
待
ち
時

間
と
乗
車
時
間
の
短
縮
を

図
る
ー
と
し
た
。

今
後
、
運
行
ダ
イ
ヤ
、

停
留
所
の
位
置
な
ど
細
部

を
検
討
し
、
19
日
全
戸
配

布
さ
れ
る
広
報
に
ダ
イ

ヤ
、
路
線
表
を
折
り
込

み
、
町
民
へ
の
周
知
を
図

る
。

リ
ン
ゴ
収
穫
を

一
緒
に
味
わ
う

宮
田
村
、
田
原
市
の
両
議
員

田原市議会を迎え

友好の絆深める

村議会 リンゴ収穫、工場見学なと

国
 

宮
田
村
議

会

(小
林
茂
議
長
)

は
12
日
、
村
が
友

好
都
市
提
携
を
結
ぶ
愛
知

県
田
原
市
の
市
議
会

(安

田
幸
雄
議
長
)
を
村
内
に

≡

≡
=
≡

≡
≡

≡
一三
=
≡
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≡
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≡
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≡
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三
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=
≡
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≡
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=
=
=
≡
=
=
≡
≡
≡

=
=
一=
≡

=
=
≡
=
=
≡

≡
≡
=
一=
≡

≡
≡
≡

三
≡
一=
≡
三
≡
≡

≡
≡

一≡

三
=
≡
≡
三

≡
一=
≡
一

噛
長
鮪

高
坂
宗
昭
氏
が
第
一声
で
讃

「人
ロ
増
、
子
育
て
支
援
推
進
を
」

『1謡

(第3種 郵便物認可)

一あなたのお て つ だ い

纏 ◎一
駒 ケ根 市 ・伊 那 市 ・宮 田村

松 井 自動 車
ゆたかなカ ー ライ フ ー

誓 ヨ、 言

1、

、 ヂ←'《

皇滅

 

任
期
満
了
に
伴

つ
飯
島
町
長
選
挙

は
13
日

告

示
さ

れ
、
現
職
の
高
坂
宗
昭
氏

(
65
)
ー
七
久
保
11
が
無

当
選
し
た
。

こ
の
日
、
高
坂
陣
営
は

J
A
飯
島
支
所
で
支
持
者

JR飯 島駅前で第一声

 

ら
2
0
0
人
余
を
集
め
て

出
陣
式
。
引
き
続
き
、
選

挙
カ
ー
で
J
R
飯
島
駅
前

広
場
に
移
動
。
集
ま
っ
た

町
民
を
前
に
、
高
坂
候
補

は

「明
る
く
、
活
力
あ
る

飯
島
町
の
建
設
は
緒
に
就

い
た
ば
か
り
、
町
民
と
と

も
に
、
知
恵
と
汗
を
出

し
、
協
力
し
合
い
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
。
人
口
増
や
子
育
て
支

援
策
を
推
進
し
、
豊
か
な

飯
島
町
の
実
現
が
2
期
目

の
最
大
の
課
題
。
皆
さ
ん

の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
優

し
く
、
親
し
み
の
あ
る
行

政
運
営
を
し
た
い
」
と
第

一
声
を
発
し
、
「頑
張
れ
」

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

勇
ん
で
町
内
に
遊
説
に
出

発
し
た
。

一
人
暮
し
高
齢
者
に
防
火
策
助
言

団
円
醐

消
防
署
員
ら
が
点
検

秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
(
11
月
9
～
15
日
)
に
合

わ
せ
、
伊
南
行
政
組
合
消

防
本
部

(竹
上
俊
隆
消
防

長
)
北
消
防
署
は
駒
ケ
根

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の

一
人
暮
し
高
齢
者
宅
の
防

火
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

初
日
の
12
日
は
署
員
と

地
元
消
防
団
員
、
民
生
児

童
委
員
が
3
人
一
組
で
北

割
、
中
割
、
再
割
の
H
世

帯
を
訪
問
。
署
員
ら
は
ま

ず
台
所
を
点
検
し

「
コ
ン

ロ
の
す
ぐ
そ
ば
に
カ
ー
テ

ン
が
あ
っ
て
大
変
危
険
。

防
炎
の
物
に
取
り
替
え
て

は
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
ー
写

真
。
消
火
器
が
物
陰
に
置

か
れ
て
い
る
の
を
見
て

「
い
ざ
と
い
う
時
に
使
え

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

で
き
る
だ
け
火
の
気
の
近

く
に
置
い
て
」
な
ど
と
、

細
か
い
点
ま
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
親
切
に
助
言
し
て
い

た
。点

検
は
16
日
ま
で
市
内

約
30
世
帯
を
対
象
に
行
わ

れ
る
。

迎
え
交
流
し
た
。
工
場
見

学
の
ほ
か
、
リ
ン
ゴ
の
収

獲
を
一
緒
に
楽
し
む
な
ど

懇
親
も
深
め
た
。

両
議
会
の
交
流
は
1
年

ご
と
相
互
に
訪
問
す
る
形

で
実
施
。
こ
の
日
は
田
原

市
議
会
の
全
20
人
が
訪
れ

た
。同

市
議
会
の
オ
ー
ナ
ー

木
が
あ
る
駒
ケ
原
の
善
積

純
子
さ
ん
の
ほ
場
で
リ
ン

ゴ
収
獲
体
験
。

リ
ン
ゴ
の
収
獲
に
慣
れ

な
い
市
議
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
村
議
の
姿
も
。
語
ら

い
な
が
ら
和
や
か
に
汗
を

流
し
、
善
積
さ
ん
が
振
る

舞
っ
た
り
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス

で
の
ど
を
潤
し
た
。

小
林
、
安
田
両
議
長
は

「そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
良

さ
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
と

刺
激
し
あ
い
な
が
ら
、
ま

す
ま
す
市
民
レ
ベ
ル
の
輪

も
広
が
っ
て
い
け
ば
」
と

話
し
た
。

日
本
発
条
の
工
場
を
見

学
し
た
ほ
か
、
観
光
ホ
テ

ル
で
会
食
。
両
市
村
の
友

好
が

一
層
深
ま
る
よ
う
、

意
見
を
交
わ
し
た
。

村
と
田
原
市

行
政
マ
ン
が

野
球
で
交
流

国
友
好
都
市
の
宮

田
村
、
愛
知
県
田

原
市
の
両
役
場
野

球
部
の
交
流
戦
は
10
日
、

宮
田
村
つ
つ
じ
が
丘
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
い
た
。
延
長

に
も
つ
れ
込
む
熱
戦
を
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
み
、
プ

レ
ー
を
通
じ
て
親
睦
を
深

或
膨
ー
を
通
じ
て
両

市
村
の
友
好
の
絆
も

深
め
た
交
流
戦

両
チ
ー
ム
と

も
自
軍
に
や
じ

を
飛
ば
す
な

和
や
か
な

雰
囲
気
で
試
合

は
展
開
。
結
果

は
宮
田
が
3
-

4
で

敗
れ

た

力

野
球
部
O
B
も
含
め

総
勢
18
人
全
て
が
出
場
し

て
、
田
原
と
の
戦
い
を
満

喫
し
た
。

相
互
に
遠
征
す
る
交
流

戦
は
年
1
回
。
通
算
成
績

は
3
勝
3
敗
1
分
け
の
互

角
と
な
っ
た
が
、
宮
田
の

鈴
木
仁
監
督
、
城
倉
淳
志

主
将
は

「も
う
来
年
の
対

戦
日
程
も
決
ま
っ
た
。
お

互
い
楽
し
み
に
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
交
流
を

続
け
て
い
け
れ
ば
」
と
話

し
た
。

ム用品住宅 リフォガス漏れ事故を

完全に防ぐ

たいせつなへこ　　を　　　　お　りしますり
　ヤマサコガスセキュリティシステム

コルロi仏 三
;讃、詔昊岳絃ξ』晶 協三㈱ 」■1岸商 会 皇t劉12ξ12

古くなった建具を造り替えて、汚れた襖

障子を張り替えて

1蹄 繊㈱
ヘ

ノ新築みたいに

　
岨㊤酬

家具も替えて貴方のお城を
おしゃれしまぜんか。

住居のセンター

平沢家具建具店ショ袖一ム
伊那市西町(旧道)小黒橋北 ⑰72-4513
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誉

田
中
に
伊
那
税
響

長
が
感
謝
黙

黙

自
国

管
内
唯
一
租
税
教
育
推
進
を
評
価

宮
田
村
の
宮
田
中
学
校

た
。
本
年
度
管
内
唯

一
の

は
租
税
教
育
の
推
進
が
評

受
賞
で
、
帯
刀
昇
校
長
は

価
さ
れ
13
日
、
伊
那
税
務

「見
落
と
し
が
ち
な
大
切

署
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け

な
税
金
の
役
割
に
つ
い

1_
ノ ロブ 　 ニロ'

1滞

竃

露壷

▲

駕

　

 新
井
署
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
る
帯
刀
校
長

て
、
今
後
も
生
徒
た
ち
が

目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

新
井
宏
署
長
が
同
校
を

訪
れ
、
帯
刀
校
長
に
感
謝

状
を
手
渡
し
。
「子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
税
は
な
じ

み
が
薄
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
は

じ
め
協
力
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

同
校
は
租
税
教
室
を
開

い
た
り
、
税
に
関
す
る
各

種
コ
ン
ク
ー
ル
に
積
極

的
。
今
年
も
標
語
部
門
に

3
年
生
全
員
が
作
品
を
寄

せ
た
。

感
謝
状
は
関
東
信
越
国

税
局
管
内
で
も
選
ば
れ
た

学
校
に
し
か
贈
ら
れ
る
こ

と
が
な
く
、
新
井
署
長
は

「我
々
大
人
で
も
難
し
い

税
金
に
つ
い
て
、
少
し
で

も
関
心
を
寄
せ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
も
な
れ
ば
」

と
話
し
て
い
た
。

焼
き
上
が
っ
た
米
粉
パ
ン
を
試
食

地
産
地
消
推
進

中
川
村
文
化
館
で
こ
の

ほ
ど
、
米
粉
を
使
っ
た
料

国
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
を
用
い
た
果
汁

1
0
0
%
ジ
ュ
ー
ス
が
完
成
し

今
月
中
旬
、
同
村
新
田
区
の
本

今
秋
収
獲
し
た
山
ぶ

ど
う
を
配
合
し
た
冨

%

杯

村
の
特
産
品
種
ヤ
マ

0

一
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一
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=
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=
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=
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=

=
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=
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=

=
一
一
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二
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ーー
ー
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ー
ー
ー
ー
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ー
一
一ー
ー
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・・̀

「ス
ペ
イ
ン
を

選
ん
だ
ク
リ
エ
ー

タ
ー

S

e
i

s

A
l

a
s

(6
つ

の

翼
)」
展
が
駒
ケ
根
市
の

駒
ケ
根
高
原
美
術
館
で
12

撚
羅磁

月
24
日
ま
で
開
か
れ
て
い

る
。ス

ペ
イ
ン
に
定
住
す
る

佐
々
木
要
子
、
モ
ニ
ッ

ク

・
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
ス

(オ
ラ
ン
ダ
)
デ
バ

・
サ

ン
ド

(フ
ラ
ン
ス
)
の
3

人
の
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
作
品
約
30
点
を
展
示
。

素
材
も
形
状
も
さ
ま
ざ
ま

な
3
人
3
様
の
不
思
議
な

雰
囲
気
を
楽
し
め
る
。

モ
ニ
ッ
ク
・バ
ス
テ
ィ
ア

「
,
ー

ン
ス
の
『
へ
そ
を
見
る
へ

そ
』
は
色
鮮
や
か
な
伸
縮

素
材
の
巨
大
ク
ッ
シ
ョ
ン

ー
写
真
。
強
烈
な
存
在
感

が
見
る
者
を
圧
倒
す
る
。

午
前
9
時
30
分
～
午
後

5
時
。
12
月
の
み
水
曜
日

休
館
。
入
館
料
は
大
人
千

円
、
大
学

・
高
校
生
8
0

⊂
0
円
、
小

・
中
学
生
5
0

ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
発
売
へ

坊
酒
造
信
州
工
場
売
店
の
ほ

か
、
周
辺
の
取
り
扱
い
酒
販
店

で
発
売
を
開
始
す
る
。

同
品
種
を
醸
造
し
て
12
月
に

寺産品種ヤマソービニオン使い果汁1伽

ンの前にジュースで一
「

㍍

融
匙

㍉
.一
薩

r

酒

醤

 

ン
と
同
じ
銘
柄
で
あ
る

「紫

輝
」
を
強
く
打
ち
出
し
た
。

濃
厚
な
味
わ
い
が
気
軽
に
楽

発
売
す
る
新
酒
の
赤
ワ
イ
ン
に

餌

イ

し
め
る
が
、
毎
年
売
り
き
れ
必

先
駆
け
て
の
発
売
.
ラ
ベ
ル
は

村

ワ

至
の
会

商
品
.
価
格
は
5
・

従

来

の

も

の

を

一

新

し

、

ワ

イ

0

、バ

拐

入

り

ボ

ト

ル

ー

0

5

0

、ぜ卓
1
ξ
3、曇

㌧⊇華
苓嘱¥
㍉
カ
㎡
<
酉響

イ禦
・㍉
ぷ
、
ξ

、ま
±、
き家
c
、弍ゲ

まぐ
、、ぎ

、P
'
ぎ
～こ
牟
ぢ
さ
臭写
デ.嘉
之
ヌ

'己
実、まぶ
叱
⊥≧
㌔、き諺
ン
xぎ
、
、撃
f

理
教
室
が
あ
っ
た
。
伊
那

市
や
駒
ケ
根
市
か
ら
約
20

人
が
参
加
、
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ

「ど
ん
パ
ン
の

会
」
の
荒
井
登
志
子
会
長

ら
を
講
師
に
、
米
粉
パ
ン

づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。

米
の
消
費
拡
大
と
地
産

地
消
の
推
進
を
目
的
に
、

関
東
農
政
局
長
野
農
政
事

務
所
が
企
画
し
た
。

参
加
者
は
4
班
に
分
か

れ
、
ボ
ー
ル
に
パ
ン
用
米

粉
や
砂
糖
、食
塩
、
バ
タ
ー

を
入
れ
、
良
く
混
ぜ
、
水

分
を
加
え
て
、
よ
く
こ
ね

た
。
こ
ね
上
が

っ
た
生
地

を
、
丸
パ
ン
(給
食
用
)、

バ
タ
ー
ト
ッ
プ
、
あ
ん
ぱ

ん
用
に
分
割
。
丸
パ
ン
は

丸
く
、
バ
タ
ー
ト
ッ
プ
は

頭
に
ク
ー
プ
を
入
れ
、
あ

ん

ぱ
ん
は
丸
く
伸
ば
し

て
、
あ
ん
こ
を
包
ん
だ
。

'ザ ピ
.薔

ワイ ンに先 駆 けて 発売 を

開始 す る果 汁100%ジ ュー ス

 

円
で
1
8
0
0
本
余
り
を
出
荷

す
る
。

問
い
合
わ
せ
ば
、
本
坊
酒
造

信

州

工

場

(宕
85

・
4
6
3

3
)

へ
。

ド
、詩
、2〆
、ヌ
㌃
¢撃」先ず
、琴

こ

の
後

、
農

産

加

工

施

設

「
つ
く

っ
ち

ゃ
お

」

に

運

び

、
発

酵
さ

せ
、

こ

お

ば

し
く

焼

き

上

げ
た

。

参

加
者

は

そ

れ
ぞ

れ

3

0
円

(±
曜
日
無
料
)。

問
い
合
わ
せ
ば
同
館

(宕

83

・
5
1
0
0
)

へ
。

」

㌧
」診
筆
、
、
ゼ
シ

種
類
の
パ
ン
を
試
食
し

「も
ち
も
ち
し
て
、
お
い

し
い
」
「食
べ
応
え
が
あ

る
」
な
ど
の
感
想
を
述
べ

て
い
た
。

③

脚
2

チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
会

明

日
の
記
憶
』

駒
ケ
根
ラ
イ
オ
ン
ス
ク

全校マラソン

園児 も声 援

西小

 

中
川
村
の
中
川
西
小
学

校
は
こ
の
ほ
ど
、
紅
葉

真
っ
盛
り
の
学
校
周
辺
道

路
で
、
全
校
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
行
っ
た
。

低
学
年
は
学
校
周
辺
の

ー

・
2
詩
、
中
学
年
は
学

校
か
ら
田
ん
ぼ
ま
で
ー

・

8
詳
、
高
学
年
は
米
沢
酒

造
を
経
て
、
牧
ケ
原
周
辺

癖
勲ボ ぎ

錯

轟
年

真

三

づ

ヨぐへ

癒藩

灘
慰

,

、…

灘
〆

◇

ま
で
2

・
6
巨
と
、
そ
れ

ぞ

れ
、
体
力
と

脚
力
に

㌢

ジ

ー

懸

己

＼

悌○驚

診

鰺

.
嬬

∴

、
∠

㌧
伝惑

華
慰

合

っ
た
コ
ー
ス
で
、
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

園
児
の
声
援
を
受
け
力

走
す
る
3
、
4
年
生

完
走
を
目
指
し
た
。

コ
ー
ス
沿
い
に
は
多
数

の
保
護
者
や
、
近
く
の
片

桐
保
育
園
の
園
児
も
駆
け

つ
け
、
懸
命
に
走
る
児
童

ら
に
、
最
後
ま
で
走
り
ぬ

く
よ
う
に
、
声
援
を
送
っ

て
い
た
。

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

終
了
後
は
、
校
庭
で
ー
～

5
年
生
は
焼
き
イ
モ
大

会
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
合

わ
せ
、
食
欲
の
秋
も
た
ん

能
し
た
。

ラ
ブ

(井
口
美
義
会
長
)

は
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
会
と

し
て
渡
辺
謙
、
樋
口
可
南

子
主
演
の
話
題
の
映
画

『明
日
の
記
憶
』
を
16
日

午
後
6
時
に
駒
ケ
根
市
の

市
文
化
会
館
で
上
映
す

る
。
収
益
金
は
す
べ
て
青

少
年
育
成
、
福
祉
事
業
な

ど
に
使
う
。
当
日
は
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
と
し
て
花

鉢
の
販
売
も
行
う
。

『明
日
の
記
憶
』
は
、

50
歳
の
男
性
が
突
然
若
年

性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に

襲
わ
れ
、
日
常
の
記
憶
を

失
っ
て
い
く
苦
し
み
を
通

じ
て
夫
婦
が
愛
を
再
確
認

す
る
感
動
の
物
語
。

一
般
千
円
、
中

⊥
口回
校

生
5
0
0
円
、
当
日
券
1

2
0
0
円
。
問
い
合
わ
せ

ば
駒
ケ
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局

(
宕
83

・
7

8
0
6
)
へ
。

伊那毎 ホームページrinamai.CO
伊那谷の毎 日のニュースをは じめ、各種特集記事も掲載。

当然毎 日、更新されています。

地元の方の逝去の知らせや、葬儀の予定な どが分かるコーナ

も開設 しま した。職場、ご家庭でお使いください。ページ右側にあ
「おくやみ」「葬儀予定」のボタンを押 してください。

URL=inamai.comで 直接アクセスできるほか、rYahoo!」rG

rmsn」で「伊那毎日新聞」を検索してもアクセスできます。

サイ トは現在も増築中で、今後さらに発展充実の予定。伊那谷

ポータルサイトをめざしています。ぜひ、inamai.comを 毎 日閲覧し

」各種検索サイトに掲載
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ブ親山海 クラ
山の幸、海の幸を

楽 しむ仲間が集 う

影
τ
雀

ぷ
ら
'劣
〔

竃

統
,
'/
/

譲
1過

"
紹介

犠
講

蓄

山
の
幸
、
海
の
幸
を
楽

ち
寄
る
約
束
で
、
時
に
は

し
む

「親
山
海

(し
ん
ざ

と
ん
で
も
な
い
草
を
持
つ

ん
か
い
)
ク
ラ
ブ
」
(伯

て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た

書
原
尊
理
事
長
)
は
、
辰

が
、
野
草
に
詳
し
い
教
員

野
町
か
ら
伊
那
市
ま
で
を

に
教
わ
り
な
が
ら
、
食
べ

中
心
に
50
歳
代
以
上
の
仲

ら
れ
る
野
草
は
調
理
し
て

間
30
人
が
集
ま

っ
て

い
る
。

20
年
ほ
ど
前
、
野

草
を
取
っ
て
食
べ
て

み
よ
う
ー
と
8
人
の

仲

間
が

つ
く

っ
た

駿

W

麟蕊
蒙

あ
る
」
。
試
し
て
お
い
し

か
っ
た
の
は
、
ホ
タ
ル
ブ

ク
ロ
の
花
の
肉
詰
め
、
月

見
草
の
花
の
酢
の
物
な

ど
。
反
対
に

「苦
い
ん
だ

よ
。
ア
ク
を
抜
い
て
も
お

「山
野
草
食
わ
ら
ん
会
」

が
は
じ
ま
り
で
、
2
カ
月

に
1
回
の
例
会
は

「早
く

言
え
ば
飲
み
会
」
。
互
い

に
勉
強
し
よ
う
と
野
草
を

各
自
で
調
べ
1
人
1
品
持

ワ
サ

飲
ん
で

味
わ
い
楽
し
ん
で
き
た
。

「た
ら
の
芽
、
フ
キ
、

ワ
ラ
ビ
な
ど
昔
か
ら
食
べ

て
る
も
の
は
お
い
し
い
。

新
し
く
食
べ
て
み
る
と
、

何
だ
こ
り
ゃ
と
い
う
の
も

購
読
の
申
し
込
み
は
岱

(
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2

6

5

)
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0
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ま
で

異
性

△

○

○

△

△

◎

△

×

△

△

○

△

金
銭

×

△

△

◎

×

○

×

△

△

×

○

△

健
康

○

×

△

○

×

△

○

△

△

○

×

△

方
位

西

西北

北東

東北

東

南西

北

北西

南

東南

西北

東

吉
色

白

紫

青

黄

緑

銀

黒

金

赤

朱

紫

緑

吉
数

8

10

1

6

2

7

9

5

4

3

10
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禦當瓢
生
◎

解も
で事い雑なばてれ慌や。にる重す慎決

ず案
う日も明しは楽とはこ日の今日。明る

とら
運た昇つ上思。とるスやンんヤとチこ

議罐瓢 あ功
用成魚らとかこるるあれが恐敗。失り

に愛
日の一性な異福や幸友てのれくま多色
べる

本守基とのん係ち開き頼は信束。約し

警語織鷲 待を
てのけるかれしら話けらか自をず声た

O難
る一えた見まがて明つ光去に難先一が

ハ、
てがえむ抑進はにぎ調過快ギ事や諸シ

め
物

　警

唱

調

銅

媚

明

錫

明

明

明

明1

月11

朗1

⑳
留
書
づ
⑳
運勢

繁
に
出
か
け
る
。
20
人
ほ

ど
に
増
え
た
仲
間
の
中
に

も
釣
り
好
き
が
い
て
、
「海

の
魚
も
食
お
う
じ
ゃ
な
い

か
」
と
、
5
年
前
に
会
の

名
前
を
海
と
山
に
親
し
む

と
い
う
意
味
で

「親
山
海

ク
ラ
ブ
」
に
改
名
し
た
。

例
会
と
い
う
名
の
飲
み

会
に
加
え
、
3
年
前
か
ら

は
30
岬
の
畑
で
ワ
サ
ビ
も

栽
培
。
午
前
中
だ
け
の
作

業
で
、
出
ら
れ
る
人
が
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

り
組
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
の
例
会
で
身

に
付
け
た
知
識
を
生
か
し

て
山
野
草
の
案
内
や
、
キ

ノ
コ
狩
り
を
案
内
。
キ
ノ

コ
狩
り
は
4
0
0
人
近
く

案
内
し
、
皆
喜
ん
で
キ
ノ

コ
を
持
ち
帰

っ
た
と
い

う
。
海
に
も
親
し
む
ク
ラ

ブ
な
ら
で
は
の
企
画
で
、

山
の
上
で

「
マ
グ
ロ
の
解

体
シ
ョ
ー
」
も
し
た
。

「山
小
屋
だ
か
ら
友
達

と
し
て
の
接
待
し
か
で
き

な
い
。
皆
仲
間
だ
と
い
う

い
し
く
な
い
」
の
は
ス
ベ

リ
ヒ
ユ
。
「次
は
持

っ
て

く
る
な
よ
」
と
不
評
だ
っ

た
と
い
う
。

伯
書
原
理
事
長
は
海
が

好
き
で
、
魚
釣
り
に
も
頻

今
年
は
、
委
託
を
受
け

て
箕
輪
町
の
萱
野
高
原
に

あ
る

「信
州
か
や
の
山

荘
」
の
管
理
も
始
め
た
。

4
月
末
の
山
開
き
前
か
ら

準
備
し
、
会
員
4
人
で
取

雰
囲
気
を
作
り
、
楽

し
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
で
も
て
な

し
た
」

人
間
味
の
あ
る
も

て
な
し
が
評
判
と
な

り
、
2
度
、
3
度
と
訪
れ

た
人
も
い
る
。
「び

っ
く

り
し
た

の
は
お
土
産
を

も

っ
て
き
て
く
れ
た
こ

と
。
こ
っ
ち
も
キ
ノ
コ
を

お
土
産
に
持
た
せ
た
」。
お

礼
状
が
届
い
た
り
、
東
京

の
客
か
ら
手
作
り
み
そ
が

届
く
な
ど
、
心
の
通
っ
た

付
き
合
い
も
生
ま
れ
た
。

H
月
10
日
で
今
季
の
営

業
が
終
了
。
来
年
に
向
け

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
も
考
え

て
い
る
。
高
齢
者
も
来
ら

れ
る
よ
う
に

「福
祉
の

日
」
を
設
け
た
り
、
写
真

展
や
絵
手
紙
教
室
を
開
く

計
画
で
、
今
年
好
評
だ
っ

た
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
も

予
定
す
る
。

「我
々
の
年
に
な
っ
て

他
人
様
と
話
が
で
き
る
の

は
若
返
り
、
ボ
ケ
防
止
に

い
い
。
い
ろ
ん
な
人
と
話

が
で
き
て
楽
し
い
。
こ
れ

が
最
高
の
収
穫
だ
っ
た
と

思
う
」

山
荘
の
片
付
け
が
終
わ

る
と
、
今
度
は
ワ
サ
ビ
。

こ
れ
か
ら
出
荷
作
業
が
始

ま
る
。

(村
上
裕
子
)
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巡 回検診のエキスパー トです!

当 裡 ぱや頴i亘 亘

合 理 化 、省 力 化 等 の

専 用 機 を 、

設 計 か ら 完 成 ま で を
一 貫 し て

、

行 っ て い ま す 。

(機械部品加工も受けま丈)
省力 化 装置 設 計製 作
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22TELO266-22-6435

FA×.0266-24-0096

 

唖瀦㍉〆
を査

ず
提
題

認
機
会

獺

難
離

離
頼
街

上
6

働

器

労

長
T

国全

財

一 用 品
。 ・

マ な も の 。 ベビーペット

要 な だ け 使 っ て 、 、 ペビづ －A型

ン タ ル!ぺ_かB型
ベ ビースケール

諸.、

_γ 、 窓 写 乙_齢 レ湖 レ1鶴曙 露 語ll

うぷ .・ぽ:瓢 ㌶ 還 トイレ'屋呂
""顯 じ…》トボ

ツクス
・さ 長野県上伊郡部箕輪町大字中箕輪9707-1

TELO265-79-9646FAX.0265-79-9770

』診勧犯

冨

 

=■ ■
■ ■

終鰺
短期間 しか使わないベ ビー
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